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Ⅰ 平成２９年度社会教育の推進・生涯学習の振興 

【施策の方向性】
１ 

１
「いのち」をつなぐ教育の基礎となる家庭教育を支援する

・家庭の教育力向上のために、子どもの発達に応じた親等への学習機会や情報の提供等により、家

庭教育支援の充実を図る。

・家庭における子どもの生活習慣の改善に向けて、家庭教育を社会全体で支援する環境づくりや気

運の醸成に努める。

２ 県民一人ひとりの生涯にわたる「学び」の充実を図る 

・県民の学習ニーズを把握するとともに、子どもと大人の各ライフステージに応じた、社会での学

習機会の充実に努める。

・県民一人ひとりが生涯にわたって学び続ける気運を醸成し、「学び」の充実を図る。

３ 「地域」とつながることで、子どもと大人の社会力を高め、地域の教育力の向上を図る 

・学校と家庭・地域が協働し支え合う仕組みを構築し、子どもたちの社会力を育成する。

・大人自身の社会力の向上や地域の教育力の向上を図り、活力あるコミュニティ形成をめざす。

４ 「いのち、学び、地域」をつなぐ県民の主体的な学習活動の機会や環境の充実を図る 

・社会教育を充実させるため、社会教育行政に関わる職員の指導力の向上、推進体制の充実、社会

教育関係団体の支援を図るとともに、教育事務所と連携して市町村の社会教育行政をよりきめ細

やかに支援する。 

・社会教育施設が、個人の要望や社会の要請に応える魅力ある生涯学習の拠点施設として、さらに

は、体験活動の拠点として機能するよう整備・充実に努める。 

  ・生涯学習推進委員会を設置し、関係部局等との連携・調整を図りながら、総合的に施策が展開さ

れるように努める。

基本目標  

人間力に満ちあふれ、山形の未来をひらく人づくり 

テーマ  

つ  な  ぐ 

～ いのち、学び、地域 ～ 
基本方針  
１ 「いのち」を大切にし、生命をつなぐ教育を推進する 

２ 豊かな心と健やかな体を育成する 

３ 社会を生きぬく基盤となる確かな学力を育成する 

４ 変化に対応し、社会で自立できる力を育成する 

５ 特別なニーズに対応した教育を推進する 

６ 魅力にあふれ、安心・元気な学校づくりを推進する 

７ 郷土に誇りを持ち、地域とつながる心を育成する 

８ 学校と家庭・地域が協働し支え合う仕組みを構築する 

９ 活力あるコミュニティ形成に向け、地域の教育力を高める 

10 県民に元気と活力を与えるスポーツを推進する 

目標  

一人ひとりの個性が奏であい  

輝く山形の未来を拓く生涯学習 

～自立、協働、創造～ 

施策展開の観点 

１ 自立する力と協働する力を培う学習機会の充実 

２ 連携・協働と学習環境の整備 

３ 豊かさを創造できる生涯学習の推進 

第６次山形県教育振興計画 第４次山形県生涯学習振興計画 

平成２９年度の社会教育の推進･生涯学習の振興に当たっては、第６次山形県教育振興計画と第
４次山形県生涯学習振興計画に基づき施策を展開します。 
また、「つなぐ ～いのち、学び、地域～」のテーマに沿って社会教育の施策を実施していくと

ともに、「自立、協働、創造」の観点に沿って生涯学習の振興を図っていきます。 
 今年度は、第４次山形県生涯学習振興計画の最終年になります。目標である「一人ひとりの個性
が奏であい、輝く山形の未来を拓く生涯学習」の実現に向け、生涯学習振興の中核である社会教育
をより一層充実させていくとともに、４年間の評価を行い、次期振興計画に反映させていきます。
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(県費)

(県費)

(県費)

(国庫補助)

（再掲）

インバウンドの推進

※子どもの生活リズム向上山形県フォーラムと同時開催

社会教育関係団体事業費補助金

(県費)

青少年教育施設運営

(国庫補助)

市町村補助事業

地域未来塾の普及・啓発(新規) (県費等)

(東北観光復興
対策交付金)

(県費)

(県費)

（推進会議・ＹＹボランティアビューロー・県青年の家主催関連事業）

（推進会議・中学生ﾘｰﾀﾞｰｾﾐﾅｰ・YYﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙｾﾐﾅｰ）

奉仕活動

さくらんぼ祭り「ふるさと芸能のつどい」

  放課後子ども教室の推進

（生涯学習推進委員会）

(県費)

(県費等)

  家庭教育支援の推進

 学校・家庭・地域の連携協働推進事業

 学校・家庭・地域の連携協働推進事業

図書資料整備

 県民一人ひとりの生涯にわた
る「学び」　の充実を図る

市町村への活動支援

(国庫補助)

(県費)

(国庫補助)

（市町村総合交付金）

 やまがた・ふくしま少年少女交流事業

 地域青少年ボランティア活動推進事業

 伝統芸能育成事業
　子ども伝承活動　ふるさと塾 (県費)

見守りによる家庭学習習慣づくり　　　　　　(再掲)

家庭学習習慣づくり親子体験塾　　　　　　　(再掲)

 学校・家庭・地域の連携協働推進事業
地域学校協働活動研修会 (国庫補助)

指導者研修会・出前講座

  地域学校協働活動の推進

記録保存システムの運用

(県費)

学校支援活動検討部会 (国庫補助)

(国庫補助)

(県費)

(国庫補助）

(国庫補助)

(国庫補助）

(国庫補助)

地区指導者研修会

Ⅱ　平成２９年度　社会教育・生涯学習　施策体系

【事業名等】 【内容等】【重点項目】【施策の方向性】

　(1) 家庭教育支援の充実
  家庭教育支援の推進（一部新規）

（やまがた子育ち講座の実施）

(国庫補助)

(国庫補助)

１ (国庫補助)

家庭教育支援検討部会

(県費)家庭教育電話相談

(国庫補助)

家庭学習習慣づくり親子体験塾

見守りによる家庭学習習慣づくり

(国庫補助)

家庭教育出前講座

市町村補助事業

市町村補助事業

子どもの生活リズム向上山形県フォーラム (外部基金)

(国庫補助）

 学校・家庭・地域の連携協働推進事業

家庭教育支援フォーラム

(国庫補助)

読育推進ネットワーク研修会

（幼児共育ふれあい広場の実施）

「いのち」をつなぐ教育の基礎
となる家庭教育を支援する

　(2) 幼児共育の推進

やまがた子育て生活習慣改善事業(新規) 

（※ＰＴＡ指導者研修会と同時開催予定）

(国庫補助)

  家庭教育支援の推進

 学校・家庭・地域の連携協働推進事業

　(3) 読育の推進

 学校・家庭・地域の連携協働推進事業

読育推進連携講座

地域学校協働活動研修会

  放課後子ども教室の推進

（地域学校協働本部の設置）

市町村補助事業

（放課後子ども教室の実施）

   （放課後子ども総合プランの推進）

放課後等支援検討部会

 読育推進ネットワーク整備事業

飛島を舞台とした青少年の自立を促す環
境教育事業

（他　県生涯学習センター主催事業　等）

地域学校協働活動研修会 (国庫補助)

地域コーディネータ等人材発掘(新規） (県費)

(県費等)

県推進本部

(国庫補助)連携協働サポートチーム設置

 青年による持続可能な地域づくり推進事業

（再掲）

地域コーディネータ等研修会

（再掲）

地域コーディネータ等人材発掘(新規）　　　（再掲）

関係各課との連携

(県費)

(県費)

博物館運営

県民が集い・学ぶ県立図書館整備

 県青少年教育施設の整備・充実 研修事業の実施

(県費)

(県費)

(県費)

 視聴覚教材普及事業
視聴覚教材の普及・活用

生涯学習振興計画策定委員会

青少年教育施設整備充実

社会教育主事有資格教員研修 (県費)

(県費)

生涯学習振興計画策定作業部会 (県費)

(県費)

 生涯学習推進委員会

                               に向けた取り組み

 第５次山形県生涯学習振興計画策定

 生涯学習振興に係る連絡調整

 社会教育主事養成事業
(県費)

自作視聴覚教材コンクール (県費)

(県費)生涯学習センター施設整備

(県費)

（社会教育研修事業）

生涯学習検討委員会

調査研究、資料収集、教育普及活動

博物館協議会

(県費)生涯学習センター管理運営

生涯学習振興会議 (県費)

 生涯学習施設の整備･充実

 県社会教育委員の会議

４  「いのち、学び、地域」をつなぐ
県民の主体的な学習活動の機
会や環境の充実を図る

(県費)

 社会教育関係団体の支援

 地域青少年ボランティア活動推進事業

(県費)

　（一部県生涯学習センター主催・県社会教育連絡協議会主催）

(共催)
 学びと協働による
　　　　地域コミュニティ活性化

県生涯学習センター等との連携

(2)関係団体との連携協力の推進

 ＰＴＡ指導者研修事業 ＰＴＡ指導者研修会

市町村研修等支援出前講座

　(2) 社会教育推進体制の充実

図書館運営

 県立図書館の整備・充実 図書館協議会

社会教育委員の会議

２

３

（再掲）

中央センター事業

　(2) 青年期の教育の充実

（再掲）
 「地域」とつながることで、子ど
もと大人の社会力を高め、地
域の教育力の向上を図る

(1)地域との連携協力の推進

　(3) 成人期の教育の推進

 伝統芸能育成事業
　子ども伝承活動ふるさと塾

 学校・家庭・地域の連携協働推進事業

 学校・家庭・地域の連携協働推進事業

関係各課との連携

 成人期･高齢期教育担当者研修事業

　（学びと協働による地域コミュニティ活性化）

(国庫補助・県費)

(県費)

　(3) 生涯学習環境の充実

社会教育主事講習

　(1) 社会教育施設の環境整備

社会教育関係職員研修

  地域学校協働活動の推進

 青年による持続可能な地域づくり推進事業

　（県社会教育連絡協議会主催）

（再掲）

高校生地域活動セミナー

 県立博物館の整備・充実

  (1) 少年期の教育の充実

　(4) 高齢期の教育の推進

地区センター事業 (県費)

 青少年環境教育事業

(県費)

(国庫補助)

実行委員会（県・地区）

社会教育関係職員研修等

(地方創生推
進交付金)

【基本目標】

人間力に満ちあふれ、

山形の未来をひらく

人づくり

【基本方針】

１ 「いのち」を大切にし、

生命をつなぐ教育を推

進する

２豊かな心と健やかな体

を育成する

３社会を生きぬく基盤と

なる確かな学力を育成

する

４変化に対応し、社会で

自立できる力を育成する

５特別なニーズに対応し

た教育を推進する

６魅力にあふれ、安心・

元気な学校づくりを推進

する

７郷土に誇りを持ち、地

域とつながる心を育成す

る

８学校と家庭・地域が協

働し支え合う仕組みを構

築する

９活力あるコミュニティ

形成に向け、地域の教

育力を高める

10 県民に元気と活力を与

えるスポーツを推進する

【テーマ】

つ な ぐ

～いのち､学び､地域～

【目標】

一人ひとりの個性

が奏であい 輝く

山形の未来を拓く

生涯学習

～自立､協働､創造～

【施策展開の観点】

１ 自立する力と協

働する力を培う学

習機会の充実

２ 連携・協働と

学習環境の整備

３ 豊かさを創造

できる生涯学習

の推進

第６次教育振興計画

第４次

生涯学習振興計画
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企画展「女子教育のあゆみ－寺子 県社教連理事会・総会① やまがた・ふくしま少年少女 (東北大社教主事講習(仙台)) 教育事務所社会教育主事等会議③

屋の時代から戦後まで－」 ボランティア関係者研修会（県青） 交流事業　島の体験（海浜） (教育事務所社会教育主事等研修会)

（県博）～５／１４ 地域ボランティア講座①（県青） 北海道・東北ブロック生涯学習・社会教育主管課長会議

県地域青少年ボランティア推進会議① 放課後子ども総合プランの推進 チャレンジキャンプ2017（朝日）～8/7 ボランティア実技研修会（県青）

わくわくスターウォッチング①（金峰） 放課後等支援検討部会

憲法記念日 東北大社教主事講習(磐青)～7/8

みどりの日 はじめてのトレッキング（朝日）

こどもの日 いいでアドベンチャーキッズ夏（飯豊）～8/10

無料開館日（県博）

《指導課長等会議（県センター）

社会教育施設長及び教育事務所 プラネタリウム一般公開（朝日） 学校支援活動検討部会

社会教育課長会議①（遊学館）

プラネタリウム一般公開（朝日） 山形県社会教育委員の会議（181回）

家庭学習習慣作り親子体験塾①(神室～9)

朝日わくわく広場③（朝日） 　飛島を舞台とした青少年の自立 放課後児童支援員認定資格研修

海浜カヌー塾（海浜） 　を促す環境教育事業 　　　　　　　　　　　(庄内)

わんぱく探検隊②（神室）

青年による持続可能な地域づくり 東北大社教主事講習閉講式(仙台) 朝日わくわく広場⑥（朝日）

推進事業県実行委員会① わんぱく自然塾ちびっこ（金峰）

海浜カヌー塾（海浜） コーディネーター研修会（神室少）

全県指導主事・社会教育主事等会議① 特別展「森の妖精－不思議な生 親子でチャレンジ①（飯豊）

き物、粘菌」（県博）～８／２７

わんぱく探検隊①（神室）

山の日 全国社会教育研究大会(札幌～13)

わくわくスターウォッチング④（金峰）

エンジョイ金峯山登山①（金峰） 東北大社教主事講習県内研修 わくわくスターウォッチング④（金峰）

(県青)

指導員スキルアップセミナー（海浜）

ボランティアセミナー（飯豊） 家庭教育支援検討部会 教育事務所社会教育課長等会議②

春散策（朝日） わくわくスターウォッチング③（金峰）

いいでクラブ①（飯豊）

最上の山探訪①（神室）

サポーターのつどい（朝日） 社会教育関係職員初任者講座① 夏のオープンデー（飯豊） 家庭学習習慣作り親子体験塾②(飯豊～17)

すごｅ～川遊び親子でカッパだね（神室）

わくわくスターウォッチング②（金峰） 地域と学校の防災力を高める研修講座（県青）

海浜指導員養成講座（海浜）

ふるさと芸能のつどい 海の日 コーディネーター研修会（飯豊少）

夜空を見上げよう（飯豊） 朝日わくわく広場④（朝日）

社教主事有資格教員研(村山) 敬老の日

生涯学習推進委員会･生涯学習 朝日わくわく広場⑤（朝日）

振興計画策定委員会①

青年の家フェスタ（県青）

海浜体験デー（海浜）

社会教育関係職員スキル別講座 秋分の日

（村山会場） 大人のためのトレッキング（飯豊）

プライム企画展「ＧＡＧＡＫＵ－やまがた

に息づく宮廷文化ー」（県博）～１２／3

めんごキャンプ（神室） 東北大社教主事講習(仙台)～8/9 朝日わくわく広場⑦（朝日）

山形県社会教育委員の会議（180回）

兼生涯学習振興会議①

わいわいカフェ①（県青）

県市町村教育委員会教育長会議 放課後児童支援員認定資格研修 いいでファミリーキャンプ（飯豊）

(15:00県庁講堂) (最上)

家庭教育支援研修会①（県青）

朝日わくわく広場②（朝日）

わんぱく自然塾春（金峰）

いいでアドベンチャーキッズ春（飯豊）

教育事務所社会教育主事会議② 親子ふれあいキャンプ①（神室） 社教主事有資格教員研(最上)

昭和の日 アドベンチャーキャンプ2017（神室）～8/4 わくわくスターウォッチング⑤（金峰）

朝日わくわく広場①（朝日）

KINBOWはるフェスタ（金峰）

指導員研修会①（神室）

神室オープンデー（神室） やまがた・ふくしま少年少女 わんぱく自然塾夏（金峰）～8/5 社会教育関係職員スキル別講座 朝日わくわく広場⑧（朝日）～10/1

交流事業　島の体験（海浜） （庄内会場） はじめてのフィッシング（海浜）

わんぱく探検隊③（神室）～10/1

北海道・東北ブロック生涯学習・社会教育主管課長会議

土 30

31 水 月 木 31

30 日 火 金 日 水

木 28

29 土 月 木 土 火 金 29

28 金 日 水 金 月

火 26

27 木 土 火 木 日 水 27

26 水 金 月 水 土

日 24

25 火 木 日 火 金 月 25

24 月 水 土 月 木

金 22

23 日 火 金 日 水 土 23

22 土 月 木 土 火

水 20

21 金 日 水 金 月 木 21

20 木 土 火 木 日

月 18

19 水 金 月 水 土 火 19

18 火 木 日 火 金

16

17 月 水 土 月 木 日 17

金 15

16 日 火 金 日 水 土

15 土 月 木 土 火

水 13

14 金 日 水 金 月 木 14

13 木 土 火 木 日

月 11

12 水 金 月 水 土 火 12

11 火 木 日 火 金

土 9

10 月 水 土 月 木 日 10

9 日 火 金 日 水

木 7

8 土 月 木 土 火 金 8

7 金 日 水 金 月

火 5

6 木 土 火 木 日 水 6

5 水 金 月 水 土

日 3

4 火 木 日 火 金 月 4

3 月 水 土 月 木

金 1

2 日 火 金 日 水 土 2

1 土 月 木 土 火

Ⅲ　平成29年度 県社会教育関係事業 年間計画

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
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自然楽校でお祭りだ！（飯豊） 元旦

教育事務所社会教育課長等会議③

家庭教育支援研修会②（県青） 文化の日 朝日わくわく広場⑫（朝日） 朝日わくわく広場⑬（朝日）

無料開館日（県博） わんぱく自然塾冬（金峰） スノーランドファイナル（飯豊）

親子でチャレンジ②（飯豊） 企画展「自然の色とかたち」（県博）～５／１３

親子ふれあいキャンプ③（神室）

やきいもパーティー（飯豊） スノーランドファイナル（飯豊）

わくわく雪遊びウィンターファイナル（神室）

地域学校協働活動研修会 地域ボランティア講座②（県青）

やきいもパーティー（飯豊）

わんぱく探検隊雪の巻（神室） 学校・家庭・地域の連携協働 県地域青少年ボランティア推進会議②

推進本部会議

KAIHINあきフェスタ（海浜） 青少年教育施設長会議③

成人の日 わいわいカフェ③（県青）

いいでクラブ④（飯豊）

体育の日 YYボランティアの集い（県青） 教育事務所社会教育主事会議④

朝日わくわく広場⑩（朝日）

放課後児童支援員認定資格研修 自然のクリスマスリース作り（朝日） 自作視聴覚教材コンクール表彰式 いいでプレキャンプ（飯豊）

(置賜) いいでクラブ③（飯豊）

親子ふれあいキャンプ②（神室）

やまがた教育の日 建国記念日

子どもの生活リズム向上山形県フォーラム

PTA指導者研修

無料開館（教育資料館）

社会教育関係職員初任者講座② 振替休日

わいわいカフェ②（県青）

健康づくりフェスティバル（朝日） 青少年教育施設研修担当者会議③

わんぱく自然塾秋（金峰）

最上の山探訪②（神室）

山形県社会教育委員の会議（182回）

兼 生涯学習検討委員会

兼 生涯学習振興会議②

社教主事有資格教員研(庄内) 共同企画展「私たちのたからもの」

（県博）～２／１８

青少年教育施設長会議② 大人の研修会（神室） いいでアドベンチャーキッズ冬（飯豊）

　放課後児童支援員認定資格研修

(村山)

いいでクラブ②（飯豊） 青年による持続可能な地域づくり

推進事業県実行委員会②

自作視聴覚教材コンクール審査会

全国聾学校ＰＴＡ大会（山形大会） 生徒会ニューリーダーセミナー（県青） わくわくスターウォッチング⑦（金峰）

朝日わくわく広場⑪（朝日）

KINBOWふゆフェスタ（金峰）

エンジョイ金峯山登山②（金峰） 春分の日

いいでアドベンチャーキッズ秋（飯豊）

わくわくスターウォッチング⑥（金峰）

勤労感謝の日 天皇誕生日

社教主事有資格教員研(置賜)

青少年教育施設庶務・研修担当者会議 プラネタリウム一般公開（朝日） 社教連理事会議② わくわく雪山遊び（神室）

プラネタリウム一般公開（朝日）

山形県社会教育研究大会(新庄) 指導員研修会②（神室）

朝日わくわく広場⑨（朝日） 神室ウィンターフェスティバル（神室）

東北文化の日

無料開館日（県博）

神室フェスティバル（神室）

東北地区社会教育研究大会等(仙台)

土 3131 火 日 水

木 29

30 月 木 土 火 金 30

29 日 水 金 月

火 27

28 土 火 木 日 水 水 28

27 金 月 水 土 火

日 25

26 木 日 火 金 月 月 26

25 水 土 月 木 日

金 23

24 火 金 日 水 土 土 24

23 月 木 土 火 金

水 21

22 日 水 金 月 木 木 22

21 土 火 木 日 水

19

20 金 月 水 土 火 火 20

日 日 18

19 木 日 火 金 月 月

18 水 土 月 木

金 16

17 火 金 日 水 土 土 17

16 月 木 土 火 金

水 14

15 日 水 金 月 木 木 15

14 土 火 木 日 水

月 12

13 金 月 水 土 火 火 13

12 木 日 火 金 月

10

11 水 土 月 木 日 日 11

金 9

10 火 金 日 水 土 土

9 月 木 土 火 金

水 7

8 日 水 金 月 木 木 8

7 土 火 木 日 水

月 5

6 金 月 水 土 火 火 6

5 木 日 火 金 月

土 3

4 水 土 月 木 日 日 4

3 火 金 日 水 土

木 1

2 月 木 土 火 金 金 2

1 日 水 金 月 木

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
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Ⅳ 平成２９年度 社会教育・生涯学習関係 事業計画 

１ 「いのち」をつなぐ教育の基礎となる家庭教育を支援する 

（１）家庭教育支援の充実 

 家庭は教育の原点であり、すべての教育の出発点である。しかし、家庭を取り巻く環境の変化に伴い、

子育てに不安や悩みを持つ親が増え、家庭の教育力の低下が指摘されている。

 こうした今日的な家庭教育の課題に対応し、子どもたちが「いのち」輝く人間として健やかに成長して

いけるよう、社会全体で家庭教育を支援する体制を充実させていくことが必要である。 

事 業 名 等 事 業 の 目 的 ・ 内 容 実施主体

学校・家庭・地域の

連携協働推進事業 

家庭教育支援の推

進 

◇H11 年度開始 

 H16 年度組替 

 H22 年度事業統合 

 H28 年度事業統合 

106,211 千円 

（国補助、県費）

●目 的 

家庭の教育力及び地域の教育機能向上のために、親を対象に家庭 

教育に関する学習機会を提供するとともに、家庭教育支援者の資質 

向上のための研修会を実施するなど、家庭教育支援の充実を図る。 

●内 容 

１ 家庭教育支援検討部会の設置  

・検討委員（11 名程度） 

・年間１回開催 6月 13日（火） 

・県家庭教育アドバイザーの委嘱 

・地域学校協働活動研修会 10 月 5 日（木）・遊学館 

２ 家庭教育支援フォーラム（県内 4地区） 

  ・家庭教育支援者の資質向上を図る研修 等 

３ やまがた子育ち講座【市町村補助事業】 

・小学校等：30 市町村 192 箇所予定 

・家庭教育に関する講話や座談会 等 

４ 家庭教育出前講座（県内 10 箇所） 

  ・家庭教育に関する講演や情報提供 等 

５ 見守りによる家庭学習習慣づくり（放課後子ども教室との連携） 

  ・「放課後子ども教室」における学習の場の設定 

  ・家庭学習習慣化と生活リズムに関する講座の開催 

  ・親や祖父母、地域住民による学習の見守りの実施 

６ 家庭学習習慣づくり親子体験塾 

  ・親子で「家庭学習の習慣化」「生活習慣づくり」を学ぶ機会 

  ・生活リズム確立を目的としたプログラムの実施 

    9 月 ７日（木）～ 9 日（土）神室少年自然の家 

    9 月 15 日（金）～17 日（日）飯豊少年自然の家 

７ 家庭教育電話相談の開設 

・「ふれあいほっとライン」継続実施 

８ やまがた子育て生活習慣改善事業【新規】 

・家庭教育に関する親向けの啓発・指針策定 

・指導者向け指導書の作成･配付 

９ 子どもの生活リズム向上山形県フォーラム 

  （県ＰＴＡ指導者研修会と同時開催） 

   11 月 11 日（土）・遊学館  

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

教育事務所 

市町村 

教育事務所 

市町村 

教育事務所 

県青少年教育施設 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 
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（２）幼児共育
ともいく

の推進 

山形県では、人格形成の基礎を培う上で極めて重要な幼児期の子どもたちを、「家庭」「幼稚園・保育所

等」「地域」が連携して共に育むことを『幼児共育』と提唱し、「山形県幼児共育アクションプログラム」

を策定し、これに基づく施策を展開している。 

地域社会全体で、幼児期の家庭教育の充実を図るために、人やモノ、自然とのかかわりを大切にした親

子の体験活動等を推進する『幼児共育』の理念や取組みを広く県民運動として定着させていく必要がある。 

事 業 名 等 事 業 の 目 的 ・ 内 容 実施主体

学校・家庭・地域の

連携協働推進事業 

幼児共育の推進 

◇H17 年度開始 

H22 年度事業統合 

H28 年度事業統合 

106,211 千円 

（国補助、県費） 

●目 的

「家庭」「幼稚園・保育所等」「地域」が連携して、幼児期の子ど

もを育む『幼児共育』の実践的な活動を推進する。

●内 容

１ 幼児共育ふれあい広場【市町村補助事業】

・幼稚園・保育所：29 市町村 151 箇所予定 

・人やモノ、自然とのかかわりを通して親子のふれあいを大切

にした様々な体験活動 等 

市町村

（３）読育
どくいく

の推進 

山形県では、「山形県子ども読書活動推進計画（第３次）」に基づき、学校・家庭・地域などが連携し、社

会全体で子どもの読書活動に取り組む『読育（どくいく）』を推進していく。

子どもが生涯にわたる読書習慣を身につけるためには、親自身が日頃から家庭での読書を心がけるととも

に、乳幼児期からの読み聞かせの必要性や効果的な取組み、発達段階に応じた読書の在り方などについて理

解を深めることが必要である。

事 業 名 等 事 業 の 目 的 ・ 内 容 実施主体

読育推進ネットワ

ーク整備事業 

◇H26 年度開始 

339 千円 

（国補助、県費）

●目 的

子どもの健全な心身の発達を促し、本好きな子どもを育むため

に、乳幼児期からの絵本の読み聞かせの普及・啓発を図り、家庭に

おける「読育（どくいく）」を推進する。

●内 容 

１ 読育推進ネットワーク研修会（県内 4地区）

・乳幼児健診等における絵本の読み聞かせの普及・啓発 

・乳幼児の親子が絵本に親しむ機会を充実させる取組み

２ 読育推進連携講座（2回） 

・自然体験等と読み聞かせを組み合わせた魅力的な読み聞かせ 

講座の提供

教育事務所

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 
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２ 県民一人ひとりの生涯にわたる「学び」の充実を図る 

（１）少年期の教育の充実 

子どもたちの日常の遊びや生活体験を通した学びは変化してきており、携帯型ゲーム機を介して友達と遊

ぶ姿も見られ、地域における異年齢集団の外遊びが減っているとの指摘がある。また、少子化により近くに

遊び相手がいないなどの理由から、自然体験の減少や体力の低下も危惧されている。

また、大人同士の交流の機会も少なくなり、人間関係が希薄化し、地域のコミュニティの弱体化が進み、

学校を支える「地域の地盤」がゆらいでいる地区も見られ、地域の教育力の低下が指摘されている。

少年期における体験活動や学びを支援する取組みを通して「地域の教育力」を高めつつ、子どもたちの直

接的な体験活動や学びを豊かにしていくことが必要である。

事 業 名 等 事 業 の 目 的 ・ 内 容 実施主体

学校・家庭・地域の

連携協働推進事業

（放課後子ども総

合プランの推進） 

(H19～放課後子ど

も教室推進事業・ 

H27 放課後子ども総

合プラン推進事業) 

◇H28年度事業統合 

106,211 千円 

（国補助、県費） 

●目 的

放課後や学校外活動における子どもたちの安全で健やかな居場

所づくりを推進し、地域の教育力の向上を図る。

●内 容

１ 放課後等支援検討部会の設置 6月 2日（金） 

県内全域で子どもの健全育成を図り、市町村における「放課後 

子ども総合プラン」の取組みの促進のために、十分な意見聴取を

行い、関係機関や福祉部局との協力体制を構築する。 

２ コーディネーター研修会の開催（年 3回） 

各市町村が設置するコーディネーターの資質向上や相互の情

報交換を図る。 

・地域学校協働活動研修会 10 月 5 日（木）・遊学館  

・家庭学習習慣づくり親子体験塾 兼 研修会 

３ 指導者研修会の開催（4地区毎に年 2回以上） 

「放課後子ども教室｣及び｢放課後児童クラブ｣における指導者

や教員等を対象に実施する。 

４ 市町村補助事業の実施【国 1/3 県 1/3】 

(1) 運営委員会・学区毎の協議会（一体型）の設置 

市町村の「行動計画」や「放課後子ども総合プラン」等の策定

や、各小学校区における「放課後子ども教室」と「放課後児童ク

ラブ」事業の充実及び連携の方策等について協議

(2) コーディネーターの配置 

学校関係者や地域の団体、ボランティア、児童クラブ関係者、

保護者等を結ぶ核となる人材の配置 

(3) ｢放課後子ども教室｣の実施 

すべての子どもを対象に、地域の方々の参画を得ながら地域の

実情に応じて実施する学習活動や体験活動の場の確保 

(4) ｢放課後児童クラブ｣の実施（※子育て支援課主管） 

昼間、保護者が家庭にいない児童の生活の場の確保 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

子育て支援課 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

教育事務所

市町村

学校・家庭・地域の

連携協働推進事業 

（地域学校協働活

動の推進） 

◇H20～22年度は国委

託10／10。現在は、

補助事業 

◇H28年度事業統合 

●目 的

地域住民の積極的なボランティア活動を通じて、学校と地域の一

層の連携体制を構築する「地域学校協働活動」を推進し、子どもと

住民とのかかわりの中で子どもたちの成長を支え、地域の教育力を

高める。 

●内 容

１ 学校支援活動検討部会の設置 6月 6日（火） 

   地域と学校の連携や、学校支援ボランティアの活動について協 

議し、市町村の事業充実のために意見を聴取する。 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 
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106,211 千円 

（国補助、県費） 

２ コーディネーター研修会の開催（年１回） 

各市町村が設置するコーディネーターの資質向上や相互の情

報交換を図る。 

・地域学校協働活動研修会 10 月 5 日（木）遊学館 

３ 地域未来塾の普及・啓発【新規】 

・先進的・効果的実践事例の公開 

・プレ地域未来塾の実施 【一部県単】 

・実施効果の分析と周知

４ 市町村補助事業の実施【国 1/3 県 1/3】 

(1) 運営委員会の設置 

   市町村全体における事業の企画・立案及び評価・成果の普及、 

ボランティアの研修など 

(2) 総合的な地域本部（国：地域学校協働本部）の設置 

・学校との連携・協働について協議する「地域教育協議会」の開催 

・学校と地域のボランティアをつなぐ地域コーディネーターの配置 

・学校支援ボランティアによる学校教育活動の支援 

   ・地域未来塾（地域住民による学習支援）の実施 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

市町村

伝統芸能育成事業 

子ども伝承活動 

ふるさと塾 

◇H17 年度開始 

 （文化環境部）、 

 H19 年度より 

 教育庁に移管 

H24 年度事業統合 

5,323 千円 

（国補助、県費） 

●目 的 

子どもの郷土愛の醸成、地域コミュニティの活性化、地域文化の

保存・伝承を通じて、子どもの社会力の育成を目指し、親から子、

子から孫の代へ「ふるさと山形」のよき生活文化や知恵、伝統芸能

などの素晴らしい地域文化を教え合い、学び合いながら、伝承して

いく活動を推進していく。 

●内 容 

１ 市町村への活動支援【交付金総額 未定】 

市町村総合交付金によって地域文化継承の基盤づくりのため

に助成し、市町村への支援を図る。（各市町村へ 300 千円） 

２ 記録保存システムの運用 

公益財団法人山形県生涯学習文化財団との連携により、ふるさ

と塾アーカイブスのコンテンツの充実を図る。 

３ 指導者の育成 

地域文化の伝承に携わっている方々を対象に研修会及び出前

講座を開催し、指導者の資質向上と地域の実情に応じた課題の解

決をめざし、団体同士の人的ネットワークの形成を図る。 

４ 子どもたちの発表機会 

  「日本一さくらんぼ祭り」に合わせて「ふるさと芸能のつどい」

を開催し、継承者となる子どもたちの発表の機会を確保するとと

もに、来場者や観光客に本県に伝承される民俗芸能の魅力に触れ

てもらう。 

(1) ふるさと芸能のつどい 

開催日：6月 17 日（土） 

場 所：七日町～本町の路上（屋外での上演）で、特設舞台設営 

 団 体：12団体程度（子ども 8団体、大人 4団体） 

市町村 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

教育事務所 

文化財・生涯学習課 
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やまがた・ふくしま

少年少女交流事業 

◇H25 年度開始 

820 千円 

（県費、地域環境保

全対策費補助金） 

●目 的

震災の影響により様々なストレスを受けて生活している福島県

の児童・生徒を山形県少年自然の家に招待し、山形県内の児童・

生徒と交流する機会を設け、山形県内の生徒・児童の「人と人と

がつながる力」を育成することを目的とする。

●内 容

１ 日程と会場（年１回の開催） 

島の体験：山形県金峰少年自然の家分館海浜自然の家、飛島 

6 月 30 日（金）～7月 2日（日）  2 泊 3 日 

２ 対象 

福島県内在住の小学 4年生～中学 3年生 20名 

山形県内の小学 4年生～中学 3年生 20 名 

   山形県内の高校生等 10 名（班付サポーター） 

   山形県内の一般成人 10 名（運営協力者） 

３ 主な活動 

島の体験：飛島散策・環境教育・磯遊び等    

文化財・生涯学習課

生涯学習振興室

金峰少年自然の家

分館海浜自然の家

（２）青年期の教育の充実 

   本県の青少年ボランティア活動については、各地の青少年ボランティアサークル活動が「山形方式」と呼

ばれ地域の方々から親しまれている。こうした青少年の主体的なボランティア活動は、参加者自身の社会力

向上につながるとともに、子どもたちの学校外活動の充実に資するなど、重要な教育資源である。青少年ボ

ランティアサークル活動の活性化に向けて、ボランティア活動を開始するきっかけとなる体験機会や、ボラ

ンティアサークル会員の意欲向上につながる交流機会、ボランティア活動をコーディネートする人材養成の

ための研修機会の充実が必要である。 

青年層の活動については、かつて地縁的な集団として地域の中核を担っていた青年団はほぼ姿を消してい

る一方で、活動意欲にあふれる 20 歳代を中心とする団体が各地で地域活動を開始するなど、地域活動が活

性化する息吹が感じられる。しかし、なかなか活動の輪が広がらず活動の継続が難しいなどの課題が指摘さ

れており、地域活動に関心を持つ青少年を対象とする学習機会や、次の世代の活動者育成のための事業が必

要とされている。 

また、人とのかかわりを避け、ひきこもり状態にある青年の増加という新たな課題が生じている。それら

の青年を対象とした交流機会の設定や相談体制の充実により、社会参加を支援し他者とかかわる力の向上を

図る。

事 業 名 等 事 業 の 目 的 ・ 内 容 実施主体

地域青少年ボラン

ティア活動推進事

業 

◇H17 年度開始 

 H22 年度事業変更 

1,214 千円 

（県費）

●目 的

県民に広く情報を提供するとともに、支援体制の整備及び研修・

交流の機会を確保することにより、地域青少年ボランティア活動を

推進し、様々な世代の人との交流の中で青少年の「地域とつながる」

力の向上を目指す。 

●内 容

１ 中央センター事業 

(1) 山形県地域青少年ボランティア推進会議の開催（年 2回）  

(2) ＹＹボランティアビューローの設置 

  年間を通じ、各種研修・交流会・イベント等の案内、各サーク

ルの紹介や活動状況などの情報を広く発信。青少年を対象にボラ

ンティア活動希望者と受入団体・機関をコーディネート。 

  ・ホームページの管理運営 

・夏の季節の体験ボランティア（リーフレット配布） 

・出前講座（10 回程度） 

・ボランティア活動実態調査（全日制高校 3年生） 

・地域青少年ボランティアサークル活動調査（年 2回） 

県青年の家
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(3)ＹＹボランティアの集い 

県内でボランティア活動に取り組む青少年を対象とする交流 

会を１泊 2日で実施。 

(4)地域ボランティア講座（年 2回程度） 

  ボランティア活動への理解促進を目的に活動紹介等の講座を 

日帰りで実施。ボランティアサークル立上げの契機とする。 

(5)ボランティア関係者研修会 

  活動支援者の養成を目的とした研修会を実施。 

(6)ボランティア実技研修会 

  ボランティア活動に取組む青少年を対象に、活動の幅を広げる 

目的で実技研修会を実施。 

２ 地区センター事業 

(1) 地区地域青少年ボランティア推進会議の開催（年 2回） 

(2) 中学生ボランティアリーダーセミナーの実施 

  中学生を対象に、ボランティア活動の意義や手法等を学ぶセミ

ナーを 1泊 2日程度の日程で実施。 

(3) ＹＹボランティアサークルセミナーの実施 

  ＹＹボランティアサークル会員等を対象に、活動内容の多様化

や円滑なサークル運営をテーマに交流と学びの場を設置。

(4) 「夏の体験ボランティア」への協力 

教育事務所

青年による持続可

能な地域づくり推

進事業 

◇H28 年度開始 

824 千円 

（国交付金、県費） 

●目 的

地域貢献活動をしている青年が高校生に対してセミナー等を開

催し、ともに地域課題について考えることで地域活性化に関する高

校生の当事者意識を涵養する。 

●内 容

１ 高校生地域活動セミナー 

  高校生を対象に、地域課題や地域活動について学ぶためのセミ

ナーを提供する。4地区 7会場（最上のみ 1会場）で実施。各会

場 30 名程度の高校生が対象。 

  セミナー内容については下記「実行委員会」において、地区毎

の地域課題に応じて企画する。 

２ 実行委員会 

  「高校生地域活動セミナー」を企画運営するための委員会。各

地区から計 30 名程度の若者（地域活動をしている青年・大学生

等）を募り、県青年の家で 2回、各地区で 3回程度実施する。県

実行委員会ではそれぞれの取組み内容を共有し、先進事例につい

て学ぶ。地区実行委員会では高校生地域活動セミナーの具体的な

内容について企画する。 

教育事務所

教育事務所

県青年の家

青少年環境教育事

業 

（飛島を舞台とし

た青少年の自立を

促す環境教育事業） 

◇H27 年度開始 

2,591 千円 

（国補助、県費） 

●目 的

フリースクール等に通う中学生や高校生等を対象とし、飛島を舞

台に海岸漂着物等を題材にした体験型環境教育プログラムを開

発・実践することで、就学・就労等への意欲を育むとともに、海岸

漂着物問題に対する関心を高め、積極的にその問題に自ら取り組め

る人材の育成を図る。 

●内 容

１ 内容

(1) 青少年の自立支援のための個に応じた体験型環境プログラム

の開発 

(2) 飛島を教材とした宿泊型・体験型の環境教育の実施 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

（委託） 
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(3) 宿泊型・体験型の環境教育プログラムの有効性の検証 

２ 期日・場所 

(1) 平成 29 年 8月 8日(火)～9日(水) 1 泊 2日（予定） 

  酒田市飛島（宿泊場所：民宿または旅館） 

   ※荒天時：金峰少年自然の家分館海浜自然の家 

(2) 対象 

フリースクールに通う中学生・高校生 16名 

上記引率指導者 6名 

フリースペースに通う 20代～30代の青年 6名 

(3) 主な活動 

  ① 社会とのつながり学習及び体験 

  ・海岸クリーンナップ体験 ・海洋ごみ問題学習 他 

  ② 飛島の魅力学習及び体験 

  ・飛島学講座 ・島の歴史、文化散策 ・夜光虫観察 他 

  ③ 参加者や島民との交流 

  ・体験を通した交流会・進路や生き方を考えるミーティング他 

（３）成人期の教育の推進 （４）高齢期の教育の推進 

すべてのライフステージで学習機会が提供され、学びの成果を発揮できる環境づくりが求められており、 

成人期と高齢期の社会教育の充実が課題となっている。 

成人期には、豊かな学習を通じて学ぶ楽しさを知り、知識や教養等を高め、その成果を社会参画や社会貢 

献の活動につなげていけるようにするための実践的な学習機会の提供が求められている。また、高齢期には、

高齢者の知恵や経験を地域づくり等に活かし、生きがいを持って社会にかかわることができるような環境づ

くりが求められている。 

しかし、近年これら両期を直接の対象とする社会教育事業への国や県の支援はなく、各市町村の独自の取 

組みに委ねている状況となっている。各市町村の現状を話し合い、課題を共有することで、ねらいに近づけ

るようにする。 

事 業 名 等 事 業 の 目 的 ・ 内 容 実施主体

成人期・高齢期教育

担当者研修事業 

（学びと協働によ

る地域コミュニテ

ィ活性化事業） 

●目 的 

 成人期・高齢期における社会教育の現状を調査し、豊かで活力あ

る地域社会を形成するため、よりよい生涯学習の機会と場を提供で

きるよう検討していく。 

●内 容 

１ 市町村における成人期・高齢期の学習の調査 

  各市町村が開催している、成人・高齢者を対象とした講座等の

開催場所や内容等を調査する。 

２ 社会教育関係職員研修等 

(1) 社会教育関係職員初任者講座

①内容：講義、ワークショップ、職種別分科会をとおして、社

会教育を推進するために必要な基礎・基本を学ぶ。 

②期日・場所 

  【１回目】 6月 15日（木）・遊学館 

   【２回目】 10 月 12日（木）・遊学館 

  ③対象：市町村社会教育関係職員、公民館関係職員、コミュニ

ティセンター職員等のうち、経験年数が 2年未満の者 

(2) 社会教育関係職員スキル別講座 

①内容：個人の要望や社会の要請にこたえる社会教育事業の企

画力を高める研修会を開催する。 

②期日・場所：県内 2地区 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室

県生涯学習文化財団

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室

教育事務所
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(助成) 

県社会教育連絡協議会

【村山会場】8月 23 日（水）・遊学館 

【庄内会場】8月 30 日（水）・余目第二公民館 

３ 市町村研修等支援事業＜出前講座＞ 

  ①期日・場所：各市町村の計画による 

②対象：各市町村の社会教育関係職員、公民館関係職員、コミ

ュニティセンター職員等 

③内容：各市町村の計画による 

４ 学校・家庭・地域の連携協働推進事業 

(1) コーディネーター等人材発掘【新規】

コーディネーターとして、主体的に活動できる人材を発掘する

ため、教職員の退職予定者を対象に、その資質と能力を地域にお

いて発揮してもらうための説明会を実施する。 

  【期日】1月頃（教職員退職準備セミナーにあわせて） 

  【場所】計 4回（村山・最上・置賜・庄内） 

県社会教育連絡協議

会 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

教育事務所 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

教育事務所 

３「地域」とつながることで、子どもと大人の社会力を高め、地域の教育力の向上を図る 

（１）地域との連携協力の推進 （２）関係団体との連携協力の推進

子どもたちの豊かな学びと健全な育成を支えていくためには、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を自覚

し、地域社会全体で連携・協働する取組みを支援していくことが必要である。 

一方、社会教育の推進において民間団体は大きな役割を果たしていることから、社会教育関係団体の自主

的かつ主体的な運営を尊重しつつ、適切な指導・助言を行うとともに、当該団体が計画的に実施する社会教

育に関する事業を支援し、もって社会教育関係団体の活動の活性化を図る。 

事 業 名 等 事 業 の 目 的 ・ 内 容 実施主体

学校・家庭・地域の

連携協働推進事業 

◇H28年度開始 

◇H28年度事業統合 

106,211 千円 

（国補助、県費） 

●目 的

学校・家庭・地域の連携協力を進める市町村の各取組みが有機的に

連携するための機能を備えた「教育プラットフォーム」を構築するこ

とで、地域住民が積極的に子どもの教育や子育て支援にかかわる環境

づくりを推進する。

●内 容

１ 県推進本部・推進協議会（学校支援・放課後等支援・家庭教育支

援部会）の設置 

    県推進本部：平成 30年 2月 6日（火） 

    学校支援検討部会：6月 6日（火） 

    放課後等支援検討部会：6月 2日（金） 

    家庭教育支援部会：6月 13 日（火） 

  県全体の推進体制を計画・検証する有識者等による会議を行う。 

２ 連携協働サポートチームの設置 

（１）市町村推進協議会の立上げサポート 

市町村の実態を調査すると共に、運営組織の見直し、他部局

との連携を図る組織作りを支援する。 

（２）優れた実践の普及・啓発（市町村訪問・研修会等の開催） 

    有識者、統括コーディネーター、社会教育主事等でチームを

組織し、各市町村における教育プラットフォームの構築と総合

的な地域本部の設置の推進を図る。 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

教育事務所 

教育事務所 
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３ 指導者の育成・学習機会の提供

 （１）コーディネーター研修会の開催（年 3回）【再掲】

 （２）コーディネーター等人材発掘【新規・再掲】

４ 市町村補助事業の実施【再掲】

  ※各施策を一体的・総合的に推進するための統合補助金制度

  （地域学校協働活動・放課後子ども教室・家庭教育支援）

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

教育事務所 

市町村 

伝統芸能育成事業
子ども伝承活動ふ
るさと塾 【再掲】

地域青少年ボラン
ティア活動推進事
業    【再掲】

青年による持続可

能な地域づくり推

進事業  【再掲】

学びと協働による

地域コミュニティ

活性化事業 

◇S57 年度開始 

◇H26 年度再編 

(助成) 

県社会教育連絡協議会

●目 的 

市町村の社会教育関係職員やコミュニティセンター職員等を対象

とした体系的な研修を実施し、職員個々の能力向上を図り、地域コミ

ュニティの学びと協働の体制づくりを推進する。 

●内 容 

１ 社会教育関係職員研修【再掲】 

２ 市町村研修等支援事業＜出前講座＞【再掲】 

県生涯学習文化財団

教育事務所

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

県社会教育連絡協議

会 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

教育事務所 

ＰＴＡ指導者研修

事業 

(社会教育研修事

業) 

◇S57 年度開始 

154 千円 

（県費） 

●目 的 

ＰＴＡ指導者を対象とした領域的・体系的な研修を実施し、資質向

上を図ると共に、地域と学校の連携・協働の体制づくりを推進する。

●ＰＴＡ指導者研修会 

 期日：11月 11 日（土） 

 場所：県生涯学習センター「遊学館」（山形市） 

 対象：小中高・特別支援各学校ＰТＡ指導者等 250 名 

 内容：表彰、事例発表、講演 

●その他のＰТＡ関係事業  

① 優良ＰＴＡ表彰事業 

・県教育委員会表彰選考委員会（5月） 

・優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰の推薦（6月） 

② ＰＴＡ研修資料作成 

   「これからのＰＴＡ №47」の編集及び発行 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室

社会教育関係団体

の支援 

（社会教育関係団

体事業費補助金） 

◇S34 年度開始 

346 千円 

（県費） 

●目 的 社会教育関係団体の健全な運営と活動の活性化を図る。

●内 容 事業費補助金の交付

◇補助金名、対象団体

１ 山形県社会教育連絡協議会事業費補助金

・山形県社会教育連絡協議会【110 千円】 

２ ＰＴＡ連合会事業費補助金 

・山形県ＰＴＡ連合会【46千円】 

・山形県高等学校ＰＴＡ連合会【27 千円】 

   ・山形県特別支援学校ＰＴＡ連合会【37千円】

３ 婦人団体事業費補助金 

・山形県婦人連盟【84 千円】 

４ ボーイスカウト事業費補助金 

・ボーイスカウト山形県連盟【42千円】 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室
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４「いのち、学び、地域」をつなぐ県民の主体的な学習活動の機会や環境の充実を図る 

（１）社会教育施設の環境整備

本県の社会教育施設には、図書館、博物館、青少年教育施設がある。県民の多様なニーズに応える魅力あ

る施設となるよう、それぞれの特質を生かしながら、人、自然、文化、社会とかかわる体験活動等が推進さ

れるように努める。

   また、山形県生涯学習センターについては、生涯学習振興の拠点施設として、適切かつ効率的な管理運営

を行い、その機能を維持するために必要な施設整備を行うとともに、公益財団法人山形県生涯学習文化財団

との連携により、県民の生涯にわたる学習活動を総合的に支援し、地域の活性化を担う人材の育成及び県民

の文化の振興を図る。

事 業 名 等 事 業 の 目 的 ・ 内 容 実施主体

県立図書館の 

   整備・充実 

 22,020 千円 

（県費） 

●目 的 

県民の高度化、多様化する学習ニーズに的確に対応するため、県

民の学習活動の基幹施設である県立図書館の基本的機能が発揮でき

るよう、図書館資料の収集・整備・保存に努める。

●内 容 

１ 図書資料整備充実事業 

・一般図書、専門雑誌、地域資料 

・視聴覚資料（ビデオテープ、DVD、CD、 

新聞記事データベース 等の充実） 

県立図書館 

県民が集い・学ぶ県

立図書館整備 

◇H27 年度開始 

50,598 千円 

（県費） 

●目 的 

県民のあらゆる活動を支え、地域の課題解決に貢献する知の拠点

となるため、図書館本来の機能の向上はもちろんのこと、開架書

架や閲覧席数の増加などの大規模改修を行い、多くの県民が集

い・学ぶ図書館を目指す。

●内 容 

１ 大規模改修に向けた基本設計及び実施設計の実施 

２ 蔵書への ICタグの貼付（3ヶ年事業の最終年度） 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

県立図書館 

県立博物館の 

 整備・充実 

9,052 千円 

（国交付金、県費） 

●目 的

文化学術拠点としての博物館機能の強化を図り、地域への愛着や

誇りを育むため、魅力ある博物館活動を展開する。

●内 容

１ プライム企画展、特別展の開催

２ 解説ボランティア、外国語ボランティアの配置・活動

３ 博物館 HPの充実

県立博物館

県青少年教育施設

   の整備・充実 

4,412 千円 

(県費、森林病害虫

等防除事業費補助

金)

●目 的 

青少年教育施設の安全性を高め、利用者が安全・安心に活動でき

る充実した学習の場の提供を行う。 

●内 容 

１ 施設の老朽化への対応等の施設整備、活動用備品の更新 

２ 飯豊少年自然の家敷地内山林ナラ枯れ対策【国 1/2】 

県青少年教育施設
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（２）社会教育推進体制の充実 

地域住民を対象とした学習機会の提供は市町村の役割である。一方、対象者が広域にわたる事業を実施し

たり、市町村教育委員会への指導・助言及び支援等を行ったりすることは県の役割である。そのため、県の

社会教育施設及び教育事務所社会教育課が定期的に連絡会議を開催し、社会教育行政の円滑かつ効率的な事

務・事業の執行に努めながら、教育事務所が窓口となり各市町村教育委員会への指導・助言及び支援をより

きめ細やかに行っていく。

   また、社会教育の専門的職員である社会教育主事を計画的に養成し、県及び市町村教育委員会における社

会教育の推進を図るとともに、社会教育主事有資格教員を学社連携・融合推進体制づくりの核と位置付け、

その増員を図る。

事 業 名 等 事 業 の 目 的 ・ 内 容 実施主体

県社会教育委員の

会議 

生涯学習検討委員

会 

808 千円 

（県費） 

《社会教育委員の会議》 

●目 的 

行政と県民のパイプ役・橋渡し役として、教育委員会への意見具申

や助言指導などを行い、本県社会教育の充実に資する。 

《生涯学習検討委員会》 

●目 的 

県の生涯学習推進体制の整備に向けて、生涯学習関連部局等が連携

し、総合的に施策が展開されるよう設置した「生涯学習推進委員会」

とともに、外部有識者が「山形県生涯学習振興計画」の進捗状況を点

検し必要な提言を行う。 

●日 程 

◎第 180 回山形県社会教育委員の会議 

  平成 29 年 5月 25 日（木） 

   ・第 1 回生涯学習振興会議（第５次山形県生涯学習振興計画策

定に向けた意見・提言の場）を兼ねる。 

◎第 181 回山形県社会教育委員の会議 

平成 29年 9 月 7日（木） 

◎第 182 回山形県社会教育委員の会議 

 平成 30年 2月 15 日（木） 

・平成 29年度「生涯学習検討委員会」を兼ねる。 

・第 2回生涯学習振興会議を兼ねる。 

 ◎社会教育委員の会議特別委員会 

  平成 30 年度中に 3回実施 

   ・第５次山形県生涯学習振興計画策定作業部会と兼ねる。 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室

生涯学習推進委員

会 

◇H25 年度開始 

●目 的

県の生涯学習推進体制を整備し、生涯学習に関する施策の総合的な

企画及び調整を行い、その推進を図る。

●内 容

 生涯学習推進委員会を設置し、関係部局や山形県生涯学習センター

が連携し、総合的に施策が展開されるよう努める。

●日 程 平成 29 年 5月 19 日（金） 

※ 第1回 第５次山形県生涯学習振興計画策定委員会と兼ねて行う。 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

関係各課 
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第５次山形県生涯

学習振興計画策定

に向けた取り組み 

◇平成 28年度 

    ～29 年度 

「第５次山形県生涯学習振興計画」の平成 30年 3月の策定に向け、

平成 28年度と平成 29 年度の 2ヶ年にわたり、各位委員会等を運営す

る。 

《生涯学習振興会議》 

●目 的 

「第５次山形県生涯学習振興計画(案)」への意見・提言を行う。 

●日 程 

 第１回生涯学習振興会議 

  平成 29 年 5月 25 日（木） 

（※第 180 回社会教育委員の会議と兼ねる。） 

 第２回生涯学習振興会議 

  平成 30 年 2月 15 日（木） 

（※第 182 回社会教育委員の会議と兼ねる。） 

《第５次山形県生涯学習振興計画策定委員会》 

●目 的 

 「第５次山形県生涯学習振興計画」の策定を行う。 

●日 程 

  第１回 平成 29年  5 月 19 日 

  第２回 平成 29年 10 月（予定） 

  第３回 平成 30年  2 月（予定） 

《第５次山形県生涯学習振興計画策定作業部会》 

●目 的 

「第５次山形県生涯学習振興計画」の策定に向けた調査・研究、原 

案策定を行う。 

●日 程 

 第１回 平成 29 年 6月（予定） 

（※社会教育委員の会議第１回特別委員会と兼ねる。） 

第２回 平成 29年 8月（予定） 

 （※社会教育委員の会議第２回特別委員会と兼ねる。） 

第３回 平成 30年１月（予定） 

  （※社会教育委員の会議第３回特別委員会と兼ねる。）

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

関係各課 

県生涯学習センター 

社会教育主事養成事

業 

◇S56 年度開始 

（有資格教員研修

は H26 年度開始） 

2,347 千円 

（県費）

●目 的 

東北大学及び国立教育政策研究所社会教育主事講習等への派遣に

より、社会教育推進体制の充実と、幅広い知識を身につけた教員の養

成を図る。 

また、学校への社会教育主事有資格者の配置と、社会教育主事有資

格教員のスキルアップを図り、学校・家庭・地域の連携を促進する。 

●内 容 

《社会教育主事講習》 

１ 対 象 

(1) 県教育庁社会教育関係職員 

(2) 公立小中学校、県立高校・特別支援学校の教員 

２ 実施内容 

   社会教育主事の資格取得のため、社会教育法第 9条の 5の規定に

基づき東北大学等が実施する社会教育主事講習への派遣 

３ 日程・会場 

(1) 東北大学（東北大学及び磐梯青少年交流の家） 7 月 3 日～8月 9 日

※県内研修（山形県青年の家） 6 月 12 日～6 月 13 日

(2) 国社研[Ａ]（社会教育実践研究センター他） 7 月 21 日～8 月 25 日

(3) 国社研[Ｂ]（社会教育実践研究センター他） 1 月 22 日～2 月 28 日

文部科学省 

（東北大学） 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

教育事務所 

16



《社会教育主事有資格教員研修》 

１ 対 象：公立小中学校の社会教育主事有資格教員 

２ 実施内容 

(1)最新の社会教育事情や学社連携のあり方を学ぶ。 

(2)各自の実践を持ち寄り研修し合う。 

３ 日程・会場：教育事務所毎に実施 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

教育事務所

（３）生涯学習環境の充実 

「第４次山形県生涯学習推進計画」の策定により、県として生涯学習の振興に向け、総合的に施策を実

施していくための基本的な方向及び方策が明確にされた。このことを受け、県の生涯学習推進体制を整備

し、各組織の連携によって、県民に対し充実した学習の機会を提供していく。 

事 業 名 等 事 業 の 目 的 ・ 内 容 実施主体

生涯学習施設の 

   整備・充実 

◇H2年度開始 

  93,251 千円 

（県費）

●目 的

生涯学習振興の中核施設である山形県生涯学習センター（遊学館、

霞城セントラル 10 階）、センター分館（山形県緑町庭園文化学習施設

「洗心庵」）の効果的かつ効率的な管理運営と、機能維持及び安全確

保のため、設備等の更新及び修繕を行う。 

●内 容 

１ 生涯学習センター管理運営費 

・施設の維持管理及び使用許可等業務に係る指定管理料 

              （指定管理者制度導入 H18 年度～） 

  指定管理者：公益財団法人山形県生涯学習文化財団 

  指定の期間：平成 27年 4月 1 日～平成 32年 3月 31 日 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

視聴覚教材普及 

事業 

◇H21 年度開始 

232 千円 

（県費） 

●目 的 

 郷土学習における教材を整備する必要性から、視聴覚教材の自作化

を奨励するとともに、視聴覚教材の普及・啓発を図る。

●内 容 

１ 第 66 回 県自作視聴覚教材コンクール 

    学校教育部門・社会教育部門・児童生徒作品部門 

    映像作品, デジタルコンテンツ,紙芝居 等 

      ・審査会 1月 19 日（金） ・表彰式 2月 10 日（土）（遊学館） 

２ 優秀教材複製及びふるさと塾アーカイブスへの掲載 

文化財・生涯学習課 

生涯学習振興室 

生涯学習振興に係

る連絡調整 

（生涯学習推進委

員会）  【再掲】
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Ⅴ 平成２９年度 県社会教育施設関係事業

（１）山形県立図書館 

990-0041 山形県山形市緑町一丁目２番３６号

                            ＴＥＬ 023－631－2523(代)

                            ＦＡＸ 023－625－6520 

１ 運営方針 

  「県立図書館の将来のあり方について」（平成 27 年 3 月策定。以下「あり方」とい

う。）に掲げる基本理念『県民のあらゆる活動を支え、地域の課題解決に貢献する知の

拠点』を目指し、「県立図書館活性化基本計画」(平成 28 年 3 月策定)も踏まえながら、

次の３つの基本目標を掲げて各種施策を展開する。

（１） 県内図書館の中核的役割の発揮（「あり方」基本目標１）

（２） 県民ニーズ実現のための積極的支援（同基本目標２）

（３） 県民本位の利用しやすい図書館づくり（同基本目標３）

２ 主な取組み 

（１） 県立図書館の大規模改修に伴う基本設計及び実施設計の実施

      教育庁文化財・生涯学習課が実施する県立図書館の大規模改修に伴う基本設計

及び実施設計の作業に積極的に参画し、本県における「知の拠点」として県民ニ

ーズに適合した施設づくりに努める。

 （２）県内図書館の中核的役割の発揮

     市町村図書館（室）及び学校図書館の支援や連携事業を実施するとともに、各

機関・団体等との連携強化に努め、本県全域の図書館サービスの向上を主導し、

県内図書館の中核的役割を発揮する施策に取り組んでいく。

  《具体的な施策》

① 資料整備の推進

② 相互貸借、インターネット予約及び特別貸出の推進

③ 県内公立図書館の機能向上の支援

④ 県内公立図書館との連携事業の推進

⑤ 県内公立図書館職員の研修支援

⑥ 学校図書館との連携の推進

⑦ 調査相談（レファレンス）の充実

⑧ 職員の資質の向上

（３）県民ニーズ実現のための積極的支援

    県及び市町村、教育機関、民間団体、企業等と連携を図りながら、県民に読書

機会を積極的に提供するとともに、県民の知的ニーズ・情報ニーズへの対応と課

題の解決を支援する施策に積極的に取組んでいく。

 《具体的な施策》

① 地域の課題解決や地域活性化への支援

   ② 知的情報の発信
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③ 読育の推進

④ 地域政策課題解決の支援

⑤ 貴重資料デジタル化の推進

⑥ 積極的な情報発信による認知度の向上

⑦ ボランティアの受入れ等、図書館運営への県民参加の推進

（４）県民本位の利用しやすい図書館づくり

    多くの県民に利用されるようサービス内容や利便性の向上に努めるとともに、

にぎわい創出のための取組みの推進等不断の図書館改善に取り組んでいく。

 《具体的な施策》

① 開館日の増加等

② 蔵書管理の充実による利便性の向上

③ インターネット・複写サービスの利便性向上

④ 障がい者、高齢者、乳幼児及び同伴者等へのサービスの向上

⑤ 親しみやすく、発見のある図書館づくりの推進

⑥ 県民活動や地域の活性化につながる取組みの展開
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（２）山形県立博物館 

〒990-0826 山形市霞城町１番８号 

TEL 023-645-1111  FAX 023-645-1112 

１ めざす博物館像 

おもしろく、ためになる博物館 

２ 運営方針 

(1) 魅力的な展示・企画づくり  (2) 収蔵資料の調査・研究の充実     (3) 社会教育、大学等との連携、支援 

(4) 学校教育との連携、支援   (5) 積極的な情報発信、広報活動の展開  (6) 将来構想の検討 

３ 重点事項 

(1)魅力ある企画展の開催 

(2)学芸員の資質向上  

(3)情報発信、広報活動の一層の工夫 

４ 事業計画 

(1)展示会(企画展と特別展) 

① 特別展 ｢森の妖精 －不思議な生き物、粘菌－｣              ：  ６月１０日（土）～  ８月２７日（日） 

② プライム企画展「ＧＡＧＡＫＵ －やまがたに息づく宮廷文化－」     ：  ９月２３日（土）～ １２月 ３日（日）

③ 共同企画展「私たちのたからもの」                                  ： １２月１６日（土）～  ２月１８日（日）

④ 企画展「自然の色とかたち」                         ：  ３月 ３日（土）～  ５月１３日（日）

(2) 教育普及事業 

① 講座・教室等 

ア 館長・学芸員講座  ： 一般成人対象(５０名程度) 

 ７月 ２日(日)、 ７月 ９日(日)、 ７月１６日(日)、 ７月２３日(日)、 １１月２６日(日)、 １２月 ３日(日)、 １２月１０日(日) 

イ 古文書講座(入門編) ： 一般成人対象(３０名程度) 

 ５月１１日(木)、  ６月 ８日(木)、  ７月 ６日(木)、 ７月２７日(木)、 ９月 ７日(木)、 

１０月 ５日（木)、 １１月 ９日(木)、 １２月 ７日(木)、 １月１１日(木)、 ２月 ８日(木) 

ウ 古文書講座(応用編) ： 一般成人対象(３０名程度) 

 ５月１２日(金)、  ６月 ９日(金)、  ７月 ７日(金)、 ７月２８日(金)、 ９月 ８日(金) 

１０月 ６日（金)、 １１月１０日(金)、 １２月 ８日(金)、 １月１２日(金)、 ２月 ９日(金) 

エ 考古学講座     ： 一般成人対象(５０名程度) 

１０月２１日（土）、 １１月１１日（土）、 １２月 ９日（土）、 １月２０日（土） 

オ 自然学習会     ： 小学生とその保護者対象(各班３０名) 

 ６月 ３日(土) 朝日少年自然の家、  ６月１７日(土) 金峰少年自然の家、  ７月２２日(土) 飯豊少年自然の家、 

８月１２日(土) 神室少年自然の家 

カ 夏休み体験教室   ： 小学校３年生以上対象(２０名程度) 

 ８月 １日（火）、 ２日（水） 「化石のレプリカつくり」、 ８月 ３日（木）、 ４日（金） ｢勾玉つくり｣   

キ 植物観察会     ： 一般対象(３０名程度) 

 ４月３０日(日)、  ５月２８日(日)、  ６月２４日(土)、  ９月１８日(月) 

 ク 街歩き体験「ぶらぶら山形城」： 一般対象(２０名程度) 

４月１６日(日)、  ４月２３日(日)、  ５月１４日(日)、  １０月 ８日(日) 、 １０月２２日(日) 

ケ 自然史セミナー   ： 一般対象(５０名程度) 

１１月１９日(日)、 １月 ６日(土)、  ３月１１日(日)
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② イベント 

ア 特別開館(入館料無料) 

・こどもの日記念行事  [ ５月 ５日(金)] ： ｢ミクロの世界をのぞいてみよう｣、「４次元宇宙シアター」 

・東北文化の日記念行事  [１０月２８日(土)] ： 「高校科学の広場」  

[１０月２９日(日)] ： プライム企画展関連イベントを実施 

・文化の日記念行事   [１１月 ３日(金)] ： 「昔の遊び教室」 

イ ＧＷイベント： 「化石のレプリカづくり」 ５月 ３日(水)

          「凧をつくって遊ぼう！」 ５月 ４日(木) 

                「科学体験教室」        ５月 ４日(木) 

ウ ナイトミュージアム(入館料無料)：  ７月２９日（土）・３０日（日） 

エ 体験イベント 

・「おしばの工芸教室」  ：    ８月１１日(金)、  １２月１７日(日) 

・ ｢化石のレプリカつくり｣ ：   ３月１８日(日) 

③ そ の 他 

 ア 特別展記念講演会       ６月１０日(土)、  ７月 ８日(土) 、 ８月 ５日（土） 

イ プライム企画展記念講演会     ９月２３日(土)、 １１月１８日(土)  

   ウ プライム企画展ミュージアム・コンサート    １０月２９日(日)、１１月１２日(日) 

エ プライム企画展体験イベント  １０月２９日（日） 

オ 国宝｢縄文の女神｣解説会 

４月２３日(日)、 ６月１１日(日)、 ８月１３日(日)、 １０月 ８日(日)、 １２月２４日(日)、 ２月１１日(日)  

カ 展示解説会 

  ・企画展「女子教育のあゆみ －寺子屋の時代から戦後まで－」   ４月 ８日(土)、 ５月 ６日(土)

・特別展 ｢森の妖精 －不思議な生き物、粘菌－｣    ６月１０日(土)、 ７月 ８日(土)、 ８月 ５日(土)、８月２６日(土) 

・プライム企画展「ＧＡＧＡＫＵ －やまがたに息づく宮廷文化－」 

９月３０日（土）、 １０月１５日（日）、 １１月 ５日（日）、 １１月２５日（土） 

・共同企画展「私たちのたからもの｣  １２月２３日（土）、 １月１３日（土）、 １月２７日（土） 

・企画展「自然の色とかたち」   ３月 ３日（土） （平成３０年４月１４日（土）、５月４日（金）） 

キ 小学生の夏休み自由研究相談     ７月１５日（土）～８月２０日（日）

(3) 共催事業 

① 共同企画展｢私たちのたからもの｣  ② 高校生学芸員一日体験講座  ③ 友の会講演会  ④ 粘菌観察会 

⑤ 友の会主催学習会         ⑥ 薬用植物講演会       ⑦ 歴史講座 

(4) 博物館情報の発信 

① 平成２９年度館報    ② プライム企画展図録  ③ 研究報告      ④ 博物館ニュース 

⑤ 博物館ホームページ   ⑥ 展示・催物案内    ⑦ 各事業案内チラシ  ⑧ その他の広報 

(5) 博学連携 

① 高校生学芸員一日体験講座(定員各日程４０名) 人文系：８月 ８日(火) 自然系：８月 ９日(水) 

② 博物館実習(定員１２名)： ８月３１日（木） ～ ９月 ６日（水） 

③ 出張博物館(小学生等を対象とした学校に出向いての授業等支援：随時) 

④ 職場体験学習の受入れ(小中高生対象：随時) 

⑤ その他(学校や社会教育機関が実施する学習・講座・研修・体験：随時) 

(6) 山形県立博物館ボランティアとの協力連携 

(7) 山形県立博物館友の会との協力連携 

(8) 調査研究 

① 特別展、企画展に向けての調査研究           ② 時代に即した解説シートの検討と作成 

③ 魅力ある教育普及事業の開発              ④ 常設展示の展示内容の検討 

22



（３）山形県青年の家 

 〒994-0032 天童市小路1丁目7番 8号    

  TEL 023-654-4545・654-4547  FAX 023-652-2007 

１ 教育目標 

  様々な活動や交流をとおして積極的な社会参加を促し、自立と共助の精神に満ちた青少年を育成する。

２ 運営方針 

（１）人や社会とのかかわりにつながる様々な交流・体験活動の機会や情報を提供し、青少年の地域社会

への主体的な参画を促し社会力の育成に努める。

（２）学校及び関係機関・団体との連携を図り、学校教育と社会教育の垣根を越えて次代を担う人づくり

に努める。

（３）安全でコミュニケーションを重視した心の通う施設運営に努め、豊かな人間関係づくりを支援しな

がら青少年の健全育成を目指す。

３ 運営の重点 

（１）主催事業の充実

  ① 事業のねらいを実現するため、企画・運営にあたっては、企画内容の検討や事前の準備を十分に

おこない、学びと交流を深める場となるよう努める。

  ② 参加者にとって研修がより意義深い「学びの場」となるよう、参加者が主体的・自発的に活動す

る場面を多く取り入れる。

（２）関係機関・団体との連携

  ① 教育事務所及び市町村の社会教育主管課、学校、社会教育関係団体等との連携を強化し、かかわ

りを深めながら事業の広報や内容の充実に努める。

  ② 学校等への出前講座をとおして、中学生・高校生等のボランティア活動や社会体験を促進する。

（３）施設の有効利用と安全管理

  ① 管理部門と指導部門の連携を密にし、利用者の多様なニーズに応えられるよう施設運営の改善及

び広報に努め、施設の有効利用を図る。

  ② 管理部門と連携し、定期的に施設・設備の安全点検を実施して事故防止に万全を期すとともに、

防災訓練、避難誘導訓練、救急法訓練を行うなど安全管理体制の強化に努める。

（４）職員の資質向上

 社会教育・青少年教育施設の専門職員として、様々な研修の場を積極的に活用し資質向上を図る。

（５）天童開所５０周年事業

 今年度、本所が天童市への移転開所から５０周年を迎えるにあたり、記念事業を実施し関係機関

との連携をより深めるとともに、今後の施設のあり方を検討する。
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4 事業一覧

中核
機能 事業のねらい 事 業 内 容 期　　日 対　象 人数

山形県地域青少年
ボランティア推進

会議

・各地域の実践、活動、事業に関する情報
を交換しながら、県内の地域青少年ボラン
ティア活動の推進に向けた諸施策等につい
て協議する。

・推進会議の開催
5月2日（火）
3月6日（火）

有識者
学校関係者
指導者

20

YYボランティア
の集い

・ボランティア活動に携わる青少年たちの
交流をすすめ、地域青少年ボランティアの
活性化とサークル会員増を図る。
・県内のサークル会員と指導者・担当者が
活動を再確認するとともに、指導体制を支
援していく。

・アイスブレイキング
・各サークルの活動事例発表
・各種講座
・交流と情報交換
・ワークショップ

12月9日(土）
～10日（日）
（１泊２日）

中学生
高校生
指導者
担当者

80

ボランティア
関係者研修会

・指導者や担当者間で悩みなどを共有しな
がら、スキルアップを図る。

・アイスブレイキング
・ボランティアの技術向上
・交流と情報交換

6月1日（木）
指導者
担当者

30

地域と学校の防災
力を高める研修会

・災害発生時に、初期対応にあたる公民館
職員・地域住民や学校の教職員を対象に、
避難所開設に関わるシュミレーションを行
い、課題を解決する方策を探る。

・講演（防災に関する有識者）
・図上演習
・ワークショップ
・災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱのあり方（討議）

9月16日
（土）

公民館職員
一般県民
教職員

30

地域ボランティア
講座

・地域で活躍しているボランティア関係の
団体の活動を紹介することで地域の課題か
らボランティアについて考え、サークル会
員の増加とサークルの活性化を促す。

・アイスブレイキング
・技術の向上
・仲間意識の高揚

7月1日（土）
11月5日(日）

中学生
高校生
学生

50

ボランティア実技
研修会

・ボランティアに興味・関心のある生徒を
対象にスキルアップと交流を図る。

・アイスブレイキングの手法
・ボランティアの技術向上
・交流と情報交換

9月2日(土）
中学生
高校生
学生

50

夏休み学習ボラン
ティア

・多様なボランティア活動の実践として、
学習のスキルを活用した活動を行う。

・小中学生の学習を支援し、家庭
学習の習慣を身につけさせる。

夏休み期間中
に設定

高校生
学生等

10

・地域活動をしている若者（青年・大学
生）と高校生がワークショップ等の活動を
通してともに地域の課題について考える場
を地区毎に企画するために、全県の若者が
集い意見交換や学びを行う場を提供する。

・全体委員会
・地区委員会の検討
・高校生ワークショップの
  検討

県委員会
7月9日（日）

2月18日
（日）

県内の
青年

30

・生徒会リーダーとしての自覚を促し、資
質向上を図る。
・県内高等学校生徒会のネットワーク形成
を支援する。

・アイスブレイキング
・学校紹介ポスターセッション
・講演（講座）
・ワークショップ

1月20日
（土）

～21日(日）
（１泊２日）

県内高校
生徒会の
新役員

100

・不登校から社会的ひきこもりへの遷延化
防止という点において、社会教育の機能を
生かした交流会等を開催し、社会的ひきこ
もり青年に他者とかかわる機会を提供し、
社会参加に向けた後押しを行う。

・アイスブレイキング
・軽スポーツやゲーム
・ティーパーティー
・テーブルゲーム
・交流活動
・社会見学（施設・企業等）

わいわいｶﾌｪ
5月25日
（木）
10月12日(木)
2月8日（木）

県内のひき
こもりがち
な青年と支
援者等

30

・不登校の状態にある高校生に、学校と家
庭以外の居場所を提供し、社会との関わり
を持つきっかけをつくる。

・読書
・軽ｽﾎﾟｰﾂ
・面談等

5月～2月
（月１回）

不登校高校
生

5

・本所の拠点である天童市内にある県教育
関係機関と天童市教育委員会の協力・連携
関係を構築する。

・各機関の事業説明
・協力・連携の方法

 ①5月
 ②9月
 ③2月

天童市内
にある教育
関係機関

6

・児童・生徒の保護者を対象に、情報機器
の効果的な利用法や、食育の観点から見
た、心身の健全な発達について研修を行
う。

・情報機器の活用について
・食育について
・情報交換、ワークショップ

4月26日
（水）
10月3日
（火）

児童・生徒
の保護者

30

青
少
年
に
か
か
わ
る
現
代
的
課
題
へ

の
対
応

そ
の
他

オールてんどう
社会教育懇談会

事　業　名

地
域
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
推
進
事
業

YYボランティア
ビューロー

若者自立支援活動

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
・
支
援

次
代
を
担
う
リ
ー

ダ
ー

の
育

成

不登校高校生の居場所づ
くり「ひなたぼっこ」

生徒会ニュー
リーダーセミナー

通年

・ホームページの充実
・Ｙボラ情報の収集と発信
・相談、コーディネート業務
・サークル訪問
・体験事業の実施
・出前講座

一般県民

・中学生・高校生にＹＹボランティアサー
クルの情報を提供する。
・一般県民へのＹＹボランティア認知度向
上を図る。
・ボランティア活動に参加するきっかけづ
くりとして、地域青少年ボランティア活動
への体験参加を支援する。
・地域青少年ボランティアサークルに加え
て地域でのさまざまな活動を行い、青少年
のボランティア活動に理解を示す団体等に
も協力を依頼し、体験機会の拡充を図る。

家庭の教育力向上のため
の研修会

青年による持続可能な地
域づくり推進事業
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（４）山形県朝日少年自然の家 

      〒990-1101 西村山郡大江町大字左沢字楯山2523-5 
TEL 0237-62-4125 FAX 0237-62-4126 

１ 基本テーマ 『光と水と大地の中で』 ～木々のみどり・風のささやき・水の鼓動～ 

２ 教育目標 

    豊かな自然の中での野外活動や集団宿泊生活等を通して、社会力を育み、心身共に健全でたくましく生きる人間の育成に努める。 

３ 運営方針 

『価値ある体験活動』を通して「社会力」を身につけ、自己実現できるよう支援する。 

次期（平成３２年度）学習指導要領改訂案で、目指す資質・能力を ① 知識・技能、② 思考力・判断力・表現力、③ 学びに向かう人間

性とし、『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善が求められた。そのねらいの具現化を考えた時、やはり、その学びを支える

ものは「子どもの知的好奇心」、その知的好奇心を高めるために大切にしたいことは「実体験」だと考える。 

『体験』は、それをやり終えたとき、個々に「確かな自信」を育む。そして、「どうして」「なぜ」といった好奇心は学ぶ意欲を高め、さら

に「もっとこうしてみたい」「これはどうなんだろう」といった深い学びにもつながっていく。そのような意味からも、青少年教育施設とし

て生涯学習の拠点としての機能充実を図るとともに、子どもの知的好奇心を高める価値ある体験活動の提供に努める。 

４ 職場スローガン 『笑顔』『あいさつ』、そして『職員間の前向きな姿勢』……すべては『顧客満足』のために! 

５ 運営の重点  ～昔も今も変わらない 来所者のすてきな「笑顔」のために ～

（１）社会教育施設としての運営基本を、指定管理者ともども再確認をしていく。（原点回帰） 

① 自然体験、集団生活体験を基本とする。（価値ある体験活動の提供の場） 

② 少年自然の家利用の特色（宿泊可能、本物体験、季節感を味わう活動、専門的指導者、活動しやすい屋内外の施設、活動に必要な豊富な物 

品等々）を活かして、「現代的課題に対応した活動の充実や生涯学習をふまえた様々な年代に応じたプログラムの開発」に努める。 

（２）指定管理者制度導入を受け、施設の有効的な活用を目指し、民間パワーを活用した事業の実施や広報活動を展開する。 

① 指定管理者が得意とする分野での、積極的なプログラム企画と実施 …… 活動場所の有効的な活用を図るカルチャー教室の開催 

② デザイン性豊かな、魅力あるＨＰの更新と「朝少イメージキャラクター」の制作 

③ 宿泊施設としての、企業研修誘致への新たなる挑戦 

（３）利用者が「笑顔」になれる温かな施設を目指す。 

① 何より大切にしたい「明るい職場づくり」 ……「職場の雰囲気が施設全体の雰囲気となること」の職員での共通理解。 

② 「自然の家は便利な施設」「相談しやすい施設」という「信頼の得られる施設づくり」…… 積極的な広報活動と来所者への丁寧な対応 

③ 市町教育委員会や関係機関（カヌー体験のグリバー寒河江や月山ネイチャーセンターなど）との連携をより大切にした、「周囲からも愛され 

る施設づくり」…… 適時、関係機関を訪問し、「地域を知り、人を知り・・」その情報をベースとして、『地域の特性を活かしたプログラムの 

開発や地元の人材とのかかわりを大切にした新たな事業開拓』に努める。 

④ 活動支援のボランティアスタッフ（サポーター）を大切にした、「人が育つ施設づくり」  

……顧客満足を支える従業員満足（サポーター満足）を考え、サポーターの「声」が届きやすい職場の雰囲気づくりに努める。 

⑤ 「外部の声が届く施設づくり」  

……利用者アンケートの分析は勿論、計画的に「運営懇談会」を開催し、以後の運営に反映させていく。 

⑥ 「安心・安全・安定した施設づくり」…… 慣れによる「職員の意識の低下」を防ぐ職員研修会の充実や活動環境の整備に努める。 

（４）広報・情報提供を工夫する。 

① ＨＰへの早めの情報掲載（特に写真等の活動の分かる魅力的ある構成を工夫する。） 

② 報道機関との連携も積極的に図り、実施前の広報活動や事業実施後の紹介などを通して、次回につながる情報の発信に努める。 

（１） 自然の厳しさや優しさに触れ、自然を大切にする心を育てる。 

（２） 集団宿泊生活を通して、自らを律し仲間を思いやる心を養う。 

（３） 自然の中で心身を鍛え、主体的に実践・創造する態度を養う。 
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分類 事業名 事業のねらい 事業内容 期日 対象 予定参加人数

チャレンジキャン
プ２０１７

大自然の中で仲間とともに長期にわたり野
外活動をする中で、豊かでたくましく生き
る力を育む。

・月山登山
・月山志津キャンプ
・テント泊
・最上川いかだ下り

８月２日(水)～７日(月)
【５泊６日】

小学4年生
　　～中学3年生

３０名

朝日わくわく広場①
段ボールでピザを焼
こう

段ボールを使ってピザ窯を作り、粉からこ
ねてピザ生地を作り、トッピングをして焼
いて食べる。作る楽しさを味わう。

・段ボールピザ窯作り
・ピザ作り
・ピザ焼き

４月２９日(土) どなたでも ８０名

朝日わくわく広場②
ブナの森探検隊

・春の月山ブナの森探索
・アウトドアクッキング
・親子キャンプ
・天体観測

　５月２７日(土)
　　　　　～２８日(日)
　　　【１泊２日】

３０名

朝日わくわく広場⑬
ブナ雪原探検隊

・冬の月山ブナの森探索
・スノーシューで散策
・アイスクリーム作り

３月３日(土)～４日(日)
【１泊２日】

２０名

朝日わくわく広場⑤
夏遊び

近隣の寒河江川を使い、自然体験を通して山形
の夏を楽しむ。

・寒河江川の
　　タイヤチューブくだり

８月１９日(土)
小学３年～中学生 ３０名

朝日わくわく広場⑧
朝少フェスタ
２０１７

屋台村や創作活動に主体的にかかわり、楽しく
活動できるようにする。異年齢交流を通して、
生活をよりよくするための知恵や技、コミュニ
ケーション能力を養う。

・手作り屋台村
（チョコバナナ・クレープ
　射的など）

９月３０日(土)
　　～１０月１日(日)

【１泊２日】

小学4年～中学生、
大江町町民

５０名

来場者は
制限なし

朝日わくわく広場⑨
ヤマガタダイカイ
ギュウと化石掘り

山形の化石である「ヤマガタダイカイギュウ」
が発見された場所を見学したり、化石発掘をし
たりして、地球の歴史に触れる。

・ヤマガタダイカイギュウ
　発掘現場視察
・地層のでき方、観察
・化石発掘体験

１０月２８日(土)　２回
小学３年～中学生
までの子どもと
その保護者

各回４０名

朝日わくわく広場⑩
クリスマスリース
と門松作り

昔から伝わるクリスマスリースや門松を実際に
作って飾ることにより、思い出に残るクリスマ
スやお正月を迎えられるようにする。

・クリスマスリース作り
・門松作り
・観賞会

１２月９日(土)
小学３年～中学生
までの子どもと
その保護者

６０名

朝日わくわく広場⑪
スノーチューブ滑り
とアイスクリーム

冬季限定の屋外活動、チューブ滑りやアイスク
リームづくりを通して、親子のふれあいや参加
者間の交流を図る。

・スノーチューブ滑り
・アイスクリームづくり

１月２０日(土)
小学３年～中学生
までの子どもと
その保護者

８０名

朝日わくわく広場⑫
イグルー作りと
冬キャンプ

冬季限定の屋外活動第２弾……、スノーランタ
ンづくりを行い、イグルーの中で過ごしたり、
ランタンの明かりに照らされた雪国ならではの
「幻想的な夕べ」を楽しんだりする。

・イグルー、雪灯ろう作り
・スノーランタンづくり
・手作りひっぱりうどん

２月３日(土)～４日(日)
【１泊２日】

小学３年～中学生
までの子どもと
その保護者

３０名

朝日わくわく広場③
親子読育キャンプ

「テントの中での親の読み聞かせ」「夜の
紙芝居広場」「自分だけの絵本作り」な
ど、親子のふれあいを主としながら、自然
の中で楽しみます。

・自然の中でのキャンプ
・アウトドアクッキング
・読育につながる活動

７月８日(土)～９日(日)
【１泊２日】

幼児～小学2年生と
その保護者 ３０名

朝日わくわく広場⑥
はじめての
親子キャンプ

身近な草花を利用してできる簡単な遊びや
ザリガニ釣りなどを体験しながら親子のふ
れあいを深める。

・自然の中でのキャンプ
・アウトドアクッキング
・草花遊び
・ザリガニ釣り

９月９日(土)
　　　～１０日(日)
【１泊２日】

幼児～小学2年生と
その保護者 ３０名

広
域
連
携
事
業

朝日わくわく広場④
カヌー教室

西村山地域の施設「グリバーさがえ」や
月山湖などと連携して、初心者のカヌー体
験を行う。

・カヌー教室
・アウトドアクッキング

７月１７日(月) 小学３年生～中学生 ３０名

生
涯
学
習
事
業

朝日わくわく広場⑦
大人トレッキング

紅葉に合わせて秋のトレッキングを通し、
大自然の雄大さや神秘性などを体感する。

・秋の登山 ９月２４日(日) 一般成人 ２０名

春・夏プラネタリ
ウム一般公開

５月６日(土)
　　　　～７日（日)

４回上映

３２０名

秋・冬プラネタリ
ウム一般公開

１１月２５日(土)
　　　　～２６日（日）

４回上映

３２０名

チューブ滑り
　　　一般開放

屋外活動地を開放し、
　　　　　　冬の遊びを満喫してもらう。

・チューブ滑り
１月中旬から２月までの

事業等のない
土曜／日曜日

どなたでも
開催日による
（要問合せ）

春散策 ・春さがしウォーキング ５月１４日(日) 一般成人 ３０名

はじめての
トレッキング

・初心者向けトレッキング ６月４日(日) 一般成人 ３０名

健康づくり
フェスティバル

市民参加型スポーツイベントを通し、幅広い年
齢層の方々から参加いただける、健康づくりを
提供します。

・軽運動教室 １０月１４日(土) どなたでも １００名

自然のクリスマス
リース作り

自然の家でとれる豊富な素材を使って手作り
します。

・リースと門松つくり １２月１０日(日) 一般成人 ３０名

カルチャースクール
初めての方でも安心して始められる健康づくり
講座から文化系の講座まで、講師陣がていね
いに指導し、生涯学習の場を提供します。

・健康づくり講座から文科系講
座まで様々な講座を準備してい
ます

講座による 一般成人 講座による

平成２９年度山形県朝日少年自然の家　事業一覧

どなたでも

・季節の星座上映
・星座に関する特集上映
・楽器の生演奏
・プロの星座アナウンス
・天体観測

子
育
ち
支
援
事
業

春を探しに、山・里に出かけましょう。

季節のブナ林を探索することによって、大
自然の雄大さや神秘性を体感し、自然を愛
する心を養う。

楽器の生演奏を聴きながら、プラネタリウムで
四季の星空をめぐり、実際に天体望遠鏡で星空
を観察をすることによって、星や星座への関心
を高めます。

一
般
開
放
事
業

ふ
れ
あ
い
・
体
験
推
進
事
業

小学３年～中学生
までの子どもと
その保護者

自
主
事
業
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（５）山形県金峰少年自然の家（本館） 海浜自然の家（分館） 

本館 〒997-0369 鶴岡市高坂字杉ヶ沢 54-1    TEL 0235-24-2400  FAX 0235-25-5900 

分館 〒999-8531 飽海郡遊佐町菅里字菅野 299   TEL 0234-77-2166  FAX 0234-77-3725 

１ 基本テーマ 

「緑と星と海を求めて」～『本物』『仲間』『自分』を見つめよう～

２ 教育目標 

   自然体験や集団生活体験を通して、感性を豊かにし、社会力を身につけ、自立への意欲を高め

ることにより、心豊かにたくましく生きる力を育てる。

《子どもたちの具体的な姿》

〇『本物』（自然・文化など）の価値を受け入れる「感性」 → 感じる…「すごい！」

〇『仲間』とともに生活をつくる「社会力」      → 支えあう…「ありがとう！」

   〇『自分づくり』につながる「自立への意欲」   → やってみる…「ぼく、やる！」

３ 運営方針 

 心豊かにたくましく生きる力の育成をめざし、本所の特色である宿泊施設と立地環境と人材を

最大限に活かした価値ある体験を通して、子どもたちの感動と感謝と意欲にあふれる姿の見える

施設運営に努める。

４ 運営の重点 

（１）自然の家の特性を生かし、利用目的の達成に向けた研修支援事業の充実 

 ①利用目的の明確化を促し、利用者の実態に即した効果的な活動編成と体験活動を支援する。

  ②支援を基底にしつつ自主活動を推奨し、自立的利用を通して達成感を得てもらう。

  ③新しい学力観に基づく能動的学習（アクティブラーニング等）に対応する、庄内の地域素材を

活用した学習プログラム開発を推進する。

（２）今日的課題と利用者ニーズに応じた先導的な主催事業の実施 

  ①社会性・課題解決力・たくましさの育成、庄内の自然・文化の理解、指導者養成、学校・幼保

の支援、関係機関との連携などの今日的課題とニーズに対応した事業を企画・実施する。

  ②低年齢児やリピーター層の自然体験への関心、身近で気軽な自然体験への関心、自然の家なら

ではの活動への期待感を取り込んだ活動プログラムを企画・実施する。

  ③発達段階に応じた体験機会を繰り返し提供し、学校・幼保の子ども達の学習支援を充実させる。

  ④自然体験活動に係る成人向け事業を企画実施し、幅広い年代のニーズに応える。

（３）客観的で即時的な事業評価と直後プランによる改善 

  ①利用者アンケート、利用統計、事業反省等を総括分析し、事業の質と利便性向上に努める。

（４）研修支援や企画実践に関する指導力向上と全職員一体となった誠意ある取り組みの推進 

  ①魅力あるプログラム開発やニーズに応じた資料作成に努めるとともに、情報発信を工夫する。

  ②企画力・指導力向上の研修に努めるとともに、指導員・ボランティアの確保と育成に取り組む。

  ③利用状況や整備作業の兼ね合いを踏まえた週単位の所内協力体制を充実させ実践する。

（５）自然体験の魅力を伝え自然の家の利用を誘う広報活動の充実 

  ①事業や利用案内、活動紹介、利用者の感想紹介を中心とした HP の充実を図る。

  ②チラシ、ポスター、パンフ、報道機関、口コミ等の情報発信媒体を効果的に活用し、ニーズに

即した利用拡大をめざす。

（６）県民に支持される施設づくり 

  ①利用者の視点に立って施設や環境を整備し、開かれた利用しやすい施設をめざす。

  ②安全管理、安全対策、環境整備、情報収集を徹底し、安心で信頼できる施設をめざす。

  ③気象や動植物の動向の把握に努め、体験活動の安全状況に関する正確で迅速な情報提供を行う。
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   平成２９年度 主催事業一覧       ※募集人数は変更になる場合があります

事 業 名 事業のねらい 事 業 内 容 期 日 対 象 人 数 

異年齢集団の交流の中で自然に親しむ心やたくましさを育てる事業 

わんぱく自然塾 

～春・夏・秋・冬の巻～

オールシーズンキャンプを体験

することで、自然の豊かさに感動す

る感性、仲間との協調性、自立心、

忍耐力を養います。 

・山キャンプ活動 ・登山 

・海キャンプ活動 ・ビバーク 

・カヌー、いかだ体験 

・環境を生かした野外活動 等 

春 5/27 (土)～28 (日) 

夏 7/30(日)～8/5(土) 

秋 10/14(土)～15(日) 

冬 2/3(土)～4(日) 

小 4～ 

中学生 

春夏 

秋冬 

30 人 

わんぱく自然塾 

～ちびっこの巻～

キャンプ基礎体験を通して野外

活動の楽しさを感じながら、協調

性、自立心、忍耐力を養います。 

・テント泊、野外炊飯等の野外 

 活動の基礎体験 

・自然散策等の自然体験活動 

9/9(土)～10(日）
小 1～ 
3年生 

30人 

指導者と大人のための研修事業 

金峰 プログラム 

デザイン講座 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

利用指導者のプログラム企画力

向上を図るため、体験活動や事前

相談・利用団体間の活動を調整し

ます。 

・プログラム作成のための研修 

（活動体験・施設見学） 

・団体間の活動調整 

Ⅰ 4/13(木) 

Ⅱ 5/11(木) 

Ⅲ 6/25(日)
利用団体

引率指導者

何人 

でも
海浜 プログラム 

デザイン講座 Ⅰ・Ⅱ 

Ⅰ 5/16(火) 

Ⅱ 6/11(日) 

※プログラムデザインに関する相談は、随時応じますのでお気軽に相談ください。 

海浜カヌー 

体験デー 

自然豊かな「海浜自然の家」の活

動を体験しながら、参加者の交流を

図ります。 

・川カヌーツーリング等 8/22(火) 

高校生 

～ 

一般成人 

20人 

海浜自然の家 

第４７期指導員 

養成講座 

指導員の使命と職務内容を理解

し、利用者の活動支援ができるよう

技能の習得を図ります。 

・教育ボランティア講話 

・仲間作り、活動支援の実技講習
9/16(土) 

高校 3年 

～ 

一般成人 

15人 

エンジョイ金峯山 

登山①② 

自然豊かな金峯山登山を通じ

て、里山の自然に親しむと共に、参

加者の交流を図ります。 

・金峯山登山 
①５/１２(金) 

②10/21(土) 

高校生 

～ 

一般成人 

各 20 人 

自然・環境への興味を広げ、親と子のふれあいを深める事業 
KINBOW 

はるフェスタ 
里山散策・登山等の活動や森林・

河川の環境を考える体験をし、豊か

な自然にふれる機会を提供します。 

・自然散策やトレッキング 

・環境学習や保全活動体験 

・クラフト・食体験・ゲーム 等 

4/29(土) 

どなた 

でも

何人 

でもKAIHIN 

あきフェスタ 
10/7(土) 

KINBOW 

ふゆフェスタ 

冬の遊び体験を通して、家族・仲

間のふれあいの場を提供します。

・雪遊び ・正月の遊び 

・冬の風習体験 
1/20(土) 88人 

海浜カヌー塾①② 
カヌー体験を通して海や川の自

然にふれる機会を提供します。 

・カヌー体験 (海・川) 

・カヌーツーリング体験 

① 7/8（土）海 

② 7/9（日）川 

小学生 

以上

各回 

32人 

わくわくスターウォッ

チング（年７回） 

月や星を観察することによって天

体に対する興味を喚起します。 

・天体望遠鏡での月や星の観

察、講話. 

①5／2（火）②6／16（金） 

③7／14(金)④8／11(金) 

・12（土）⑤9／29（金） 

⑥10／21(土)⑦3／20(火) 

どなた 

でも

何人 

でも 

はじめての 

フィッシング 

釣りを通して庄内の海の楽しさを

感じる機会を提供します。 
・海釣り体験 9/30(土) 

小中学生と

その家族 
30 人 

学習支援事業  

金峰

野あそび

シリーズ

春さがし 
秋さがし 
雪あそび 

金峰周辺の野山での活動を通し

て、季節の変化や特色に気付く体

験の機会を提供します。 

・自然散策や野外ゲーム 

・焚き火での焼き芋（秋のみ） 

・タイヤチューブすべり 

春さがし：4 月～5 月 

秋さがし：9 月～11 月 

雪あそび：1 月～2 月 幼児～ 

小学校 

低学年 

何人 

でも 
海浜 
秋あそび 

海浜自然の家やその周辺におけ

る活動を通して、秋の深まりを感じ

る体験を提供します。 

・焚き火での焼き芋  

・ジオパークで遊ぼう(磯遊び等) 

・箕輪鮭孵化場見学 

・ネイチャーゲーム 

9月～10月 

小学校生活科および

幼保冬遊び支援事業

小学校生活科、幼稚園・保育園に

おいて、冬の遊びや伝統行事の活

動や学習を支援します。 

・松ぼっくりツリーなどのクラフト 

・もちつき 

・正月の遊び 

11～12月
幼児～ 

小学校低学年

何人 

でも

日帰り 

デイ・キャンプ

様々な体験活動に興味・関心の

高い小学校中学年を対象に、金峰・

海浜周辺における日帰りの野遊び

や手作り体験を通して、学級・学年

のよりよい人間関係づくりや豊かな

体験活動ができる場を提供します。 

・野外ゲーム 

・焚き火体験 

・ウッドネーム作り等クラフト 

・仲間作りゲーム 

・卓上ガス炊飯 

・自然散策 

（金峰） 
8月21日（月）～9月15日（金） 
10月24日(火)～11月10日（金）
（海浜） 
開所期間中(5月～10月)で
相談に応じて 

庄内地区

の小学校

３・４年生 

学年単
位で 

高等学校教育活動 

支援事業 

学級や生徒会、部活動等で利用

する場合、学校から所までのバス

送迎を行い、活動を支援します。 

・年度初めのクラス作り（自主） 

・グループアドベンチャーゲーム 

・部活動練習や研修会 

11 月～4 月（海浜自
然の家閉館期間中） 

庄内地区

の高等学

校 

バス定
員44人
以内 
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（６）山形県飯豊少年自然の家 
〒999-0605 西置賜郡飯豊町大字添川字関山 3535－33 
TEL 0238－74－2331 FAX 0238－72－2342

１ 基本テーマ 野性と冒険 （土と緑と太陽と）

  自然の中で生き生きとたくましく活動し、未知の体験に進んで取り組む人間の育成 

２ 教育目標 
  自然体験や集団宿泊体験などの様々な体験活動を通して「野性味とたくましい冒険心」を培うと

ともに、社会性や協調性などの「他とかかわる力」の育成に努める。 
 自然に親しみ、自然の優しさや厳しさに触れ、自然を大切にする心や豊かな感性を育てる。  
 集団体験を通して他とのかかわりを促進し、コミュニケーション力や自律、自尊感情、思いや
り、感謝、感動などの豊かな心を培う。 
 様々な体験活動や交流活動に積極的に挑戦することにより 心身を鍛え、主体的・協同的に
行動したり問題を解決したりする力と態度を養う。 

☆ スローガン・・・ 『 創り出そう 感動体験！ 広げよう 世界！ 』

〇体験活動への楽しみや期待感の高揚、活動意欲の高揚とやり遂げることへの励まし。 

〇体験活動の過程や結果の振り返りによる感性や豊かな心の高揚、実践力向上など自他の変容の自覚と共有。 

〇「飯少に来れば楽しめる、自分が成長できる」という体験活動の楽しさや大切さ、意義の発信。 

※来所者への激励と願いのメッセージであり、来所者・ボランティアスタッフ・所員のめあてである。 

３ 運営方針 

〔主催・企画・自主事業〕施設の機能や地域の特性を生かし、人や自然と豊かにかかわり、達成感や満足
感が得られるような体験活動の充実を図る。生涯学習の視点を大切にし、魅力
ある体験活動プログラムの開発に努める。 

〔受 入 事 業〕学校や関係機関との連携を深め、幅広い年齢層に応じた魅力ある体験活動プロ
グラムを提供すると共に、利用団体のねらいや自主性を尊重したプログラムの
編成と活動の指導・支援を行う。 

〔広 報 活 動〕体験活動の意義や魅力を発信し、各種事業の募集や施設利用を促進する広報活
動の充実を図る。 

〔危機管理対応〕安心・安全を最優先し、危機管理意識を高く持ち情報を共有する中で、施設・
設備の環境整備と安全管理、利用者への安全指導に努める。 

〔人的環境構築〕利用者と職員の共感を大切にした接遇を基盤とし、県青少年教育施設に勤務す
る職員であることを自覚し、互いに連携協力、研鑽し合い個と組織の力量を高
める。ボランティアの拡大及び養成に努め、その活動を支援する。 

〔改 善〕利用者の声や会議、所内評価、統計等を基に、ＰＤＣＡサイクルを通して、
常に改善を志向する。 

４ 運営の重点及び具体策 

主催・企画・自主事業の充実 
○幅広い年齢層に応じて、豊かな心や健やかな体、主体的・協同的な実践力を育む事業の企画運営 

○リピーターと新規利用者を獲得するプログラム開発＜自然体験、親子や利用者間ふれあい＞

受入事業の充実
○関係団体との連携 ○幅広い年齢層と多様なニーズに応じたプログラム開発と学びの場の提供 

○利用者主体につなぐ「活用セミナー」の運営の工夫＜野外炊飯実習の必須、テント設営実習の原則参加＞

広報活動の充実 
○学校、関係機関や諸団体及び報道機関への協力依頼 ○体験活動の意義や魅力、啓発に係る発信

○各種事業の募集や施設利用の拡充に向けた積極的な広報と訪問

危機管理対応の徹底 
○報告・連絡・相談の徹底と組織対応 ○施設内外の日常点検と迅速処理 ○安全指導の徹底

○食物アレルギーへの適切な対応 ○森づくりビジョン検討会議の設置 ○危機対応研修の実施

人的環境の構築 
○指定管理者との連携協力、情報共有を密にした管理運営 ○利用者への丁寧かつ誠意ある対応

○ボランティアスタッフとの信頼関係の構築 ○高校生・大学生ボランティアの開拓促進と養成

改善の推進 
○利用者、ボランティアスタッフの声を反映した所運営の工夫 ○事業ごとの企画・運営の振返り

○魅力あるプログラムの創造・改良 ○総括と次年度の方向付けを行う評価や運営懇談会の実施
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区分 事  　業　　名 ね　　ら　　い 主な内容 開催期日・期間 参加対象 募集人数

県
教
委
主
催

家庭学習習慣づくり親子体験塾

「感動体験in飯豊少年自然の家」

　様々な体験活動を通して、豊かな心を育
み、意欲の向上につなげる。（子）
　専門家の講話や体験活動を通して体験の意
義や親としての関わり方を学び、逞しい生活
習慣作りにつなげる。（親）

自然体験活動
クラフト活動
調理・炊飯活動
講話（親）

9/1５(金)～１７(日)
小学３～６年
保護者

親子
４０名
程度

自然大好き！いいでクラブ
（全４回）

　季節に応じた体験活動を通して、親子や仲
間との関わりを深め、豊かな感性を育む。

自然体験活動
クラフト活動
調理・炊飯活動

　　①  5/14(日)
　　②11/18(土)
　　③12/10(日)
　　④  1/  8(月)

幼　児
小学生
中学生
保護者

各回
１００名
程度

いいでファミリーキャンプ
　野外宿泊体験や炊飯活動を通して、自然の
中で親子そろって活動する楽しさを味わうと
ともに、親子のふれあいを深める。

野外宿泊体験
野外炊飯活動

8/26(土)～27(日)

幼　児
小学生
中学生
保護者

１０家族
程度

親子でチャレンジ！

　自然体験活動に親子で一緒に挑戦したり、
時には別々の活動に取り組んだりすること
で、親子のかかわりを深めるとともに、子ど
もの自立のきっかけをつくる。

自然体験活動
調理・炊飯活動
宿泊体験

　① 9/10(日)
　② 2/3(土)～4(日)

年長児
小学生
保護者

親子
１０組
程度

夏のオープンデー 7/15(土)
２００名
程度

自然楽校でお祭りだ！ 10/1(日)
２００名
程度

いいでアドベンチャーキッズ
～春キャンプ～

5/27(土)～5/28(日) ３６名

いいでアドベンチャーキッズ
～夏キャンプ～

8/5(土)～8/10(木) ３０名

いいでアドベンチャーキッズ
～秋キャンプ～

10/21(土)～22(日) ３６名

いいでアドベンチャーキッズ
～冬の冒険隊～

2/17(土)～18(日) ３６名

３・４年生のための
～いいでプレキャンプ～

　体験活動や同年齢の仲間との交流を通し
て、学校行事で行われる宿泊体験学習に向け
て意欲と関心を高める。

自然体験活動
調理・炊飯活動

3/２４(土) 小学３・４年 ３６名

めざみの春さがし
　春の野山で遊んだり動植物の様子を観察し
たりして、自然への興味・関心を高め、豊か
な感性を育む。

自然観察
Ｆアスレチック

4月中旬～5月下旬

夢いっぱいどんぐり広場
もくもくやきいも体験

　秋の野山で木の実拾いをしたりやきいもを
したりして、秋の実りを楽しむとともに、自
然への興味・関心を高め、豊かな感性を育
む。

木の実拾い
自然観察

やきいも体験
クラフト活動

9月上旬～1１月上旬

わくわくスノーランド
　冬の自然体験活動を通して雪国ならではの
遊びやスポーツを体験するとともに、自然へ
の興味関心を高め豊かな感性を育む。

チューブすべり
スノーハイキング

1月中旬～3月上旬

夜空を見上げよう
　月や星座の観望を通して自然への興味・関
心を高め、豊かな感性を育む。

星座や月の観望
いいで天文台
　　　での活動

6/17(土)
小学生
中学生
保護者

３０名
程度

アツアツやきいもパーティー
　やきいも体験を通して秋の自然に親しみ、
親子のふれあいを深める。

やきいも体験 11/4(土)・5(日)
各回
４０名
程度

スノーランドファイナル
　チューブすべり体験を通して、冬の自然に
親しみ、親子のふれあいを深める。

チューブすべり 3/3(土)・4(日)
各回
５０名
程度

ボランティアセミナー
　自然の家の役割やボランティア活動の意義
について理解を深め、指導員としての専門的
な技術の向上を図る。

講話、研修 5/13(土)
高校生以上
成人一般

活用セミナー（全４回）
　集団宿泊体験活動や野外活動などの実施方
法について研修し、当所の利用方法について
理解を深めていただく。

講話、実習
利用団体調整会

① 4/13(木)
② 5/11(木)
③ 6/11 (日)
④ 8/19 (土)

フライデーセミナー
　事前に活動場所を下見したり活動内容につ
いて相談を受けたりして、当所の利用方法に
ついて理解を深めていただく。

下見、事前相談 毎週金曜日14:00～

生
涯
学
習

推
進
事
業

大人のためのトレッキング
　トレッキングを通して、その楽しさを感じ
たり技能を身に付けたりするとともに、生涯
学習に対する関心を高める。

登　山 9/23(土)
高校生以上
成人一般

２０名
程度

いきいき体験塾
　施設的特性を活かして多様なニーズに対応
していくとともに、青少年に限らず幅広い年
齢層の利用促進を図る。

各団体の要望
に応じて対応

通　　年
中高年対象
の各種団体
（日帰り）

各団体に
よる

体験学習サポート事業
　施設的特性を活かした学習活動や近隣施設
などへの広域学習を提案したり「出前講座」
を開催したりして、活動を支援する。

各団体の要望
に応じて対応

通　　年 各種団体
各団体に
よる

自然体験活動
野外宿泊体験
調理・炊飯活動

※この他、指定管理者の自主事業も計画しております。詳しくは、ホームページをご覧ください。

施
設
特
性
事
業

※内容によって、参加対象や募集人数を変更する場合があります。

平成２９年度　山形県飯豊少年自然の家　事業予定一覧

親
子
の
ふ
れ
あ
い
事
業

　季節に合わせた体験活動や自然物などを活
用した体験屋台での活動を通して、親子や仲
間とのかかわりを深め、豊かな感性を育む。

体験屋台活動

希望者
全員

施設利用予定
団体の指導者

１日
２団体
程度

幼　児
小学生
保護者

指
導
者
・
指
導
員
の

研
修
事
業

　季節に応じた自然体験活動やテント生活な
どの宿泊体験活動を通して、異年齢の仲間と
の関わりを深め、豊かな感性とたくましく生
きる力を育てる。

どなたでも

自
然
体
験
事
業

感
性
育
成
推
進
事
業

幼児教育施設
小学校などの
各種団体

小学３年～
　中学３年
※夏キャンプのみ
　　小学４年以上
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（７）山形県神室少年自然の家 

〒999-5301 最上郡真室川町大字川ノ内字水上山3414-5 

TEL 0233-62-2611  FAX 0233-62-2613 

平成２９年度 神室少年自然の家運営について 

基本テーマ 自然と生活と科学 ～豊かな体験 高まる感性～  ＜２年目＞

教 育 目 標 自然や生活、科学に関する豊かな体験活動を通じて

感性を高め、いのち(自然)、学び(科学)をつなぎ、地

域(生活)とつながる青少年の育成をめざす。＜２年目＞

運 営 方 針 ○ねらいを明確にした主催事業、団体のねらいに即した受入事業を行う。 

○合言葉｢来た時よりも美しく｣を意識した環境整美に努める。 

運営の重点と具体策 

魅力的な広報活動 魅力的なプログラム開発 魅力的な人材育成 

□惹きつける案内資料作成

□「神室から体験の風を

おこそう」運動による

広報

□地元新聞社や関係機関を

通じた広報

□各種会議での利用促進説明

 又は資料配布

□主催事業時の「主管・主催

事業一覧」配布

□所バス内、ポスター掲示

□「神室のいずみ」「いきいき

神室」「神室の子どもたち」

による広報

□「利用の手引」の活用

□利用団体との相談活動の

 充実

□プログラム開発校との協働

□参加者のニーズも想像した

主催内容

□親子対象事業の拡大・充実

□ホームを当所においた

長期キャンプの実施

□プログラム運営を可能にする

安全な環境

□ボランティア指導員の

育成と新たな発掘

□ジュニアボランティアの

計画的育成

□体験の風をおこそう実行委員

会や既存ボランティア団体や

地元団体との連携協力

□所内会議やミーティングでの

意見交換の充実 

□業績評価や能力・姿勢 

評価を意識した業務遂行 

□計画的な所内研修や他施設事

業への参加研修 

基盤をなすもの ≪心身の健康≫  ≪県民意識≫  ≪協働意識≫
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【主管事業】

分類 事業名 事業のねらい 事業内容 期日 対象 人数

交
流
事
業

家庭学習習慣親子体
験塾

共同生活体験を通して生活リズムを確認
し、楽習に取り組むきっかけづくりを行
う。

・共同生活体験
・人間関係づくりワークショッ
プ
・情報交換会　　　　　など

9/7（木）～9（土） 小学校中学年の親子 40名

【主催事業】

神室
ガイドセミナー

施設、設備の利用の仕方や活動内容の理
解を図る。

・施設利用の仕方
・選択実技研修
・プログラム検討

①4/18(火)
②5/16(火)
③6/20(火)
※③は川遊び講習会も含む

利用団体の
引率指導者

計70名
程度

指導員研修会
「神室塾」

自然体験活動の基礎技能およびコミュニ
ケーション力を向上させ、施設ボラン
ティアとしての資質を高める。

・自然活動体験
・リスクマネジメント
・プログラムの企画立案研修
・アウトドアクッキング

①4/29（土）
②1/27（土）

高校生～一般成人
各回

20名程度

ジュニアボラン
ティア研修会

自然体験活動の事業運営に携わり、ボラ
ンティア活動に対する意欲の向上を図
る。

①神室塾/神室オープンデー
②神室塾/ウインターフェス
ティバル

①4/29(土)～30（日）
②1/27（土)～28日）

中学1年生～
　　　　　高校3年生

各回
10名程度

アドベンチャー
キャンプ2017

大自然の中で長期にわたる野外体験を行
うことで、心豊かにたくましく生きる力
を育む。

・野外生活
・最上川ボート下り
・登山

7/29(土)～8/4(金)
〔6泊7日〕

小学4年生～中学3年生 30名

わんぱく探検隊
①②③

3回シーリーズ
・テント泊
・野外炊飯等
・トレッキング，川遊び
・鳥海山トレッキング

①6/10(土)～11(日)
②7/8(土)～9(日)
③9/30(土)～10/1(日)

42名
3回

一括募集

わんぱく探検隊
～雪の巻～

・雪中テント泊
・雪遊び

③1/６(土)～７(日) 42名

親子ふれあい
キャンプ①

・アウトドアクッキング
・自然体験活動

①5/28（日）
幼児～小学生
     とその保護者

25組80名
程度

親子ふれあい
キャンプ②

・年越し・正月の行事体験
・しめ飾り作り

③12/10(日) 小学生とその保護者
20組

50名程度

親子ふれあい
キャンプ③

・雪遊び
・雪中テント泊
・館内調理

③2/3（土）～4（日）
幼児～小学生
     とその保護者

20組
50名程度

めんごキャンプ
親子別々の活動を行い，幼児が自立する
力、仲間とかかわる力を育む。また，親
が自然体験や子育てについて考えるきっ
かけにする。

・自然散策
・野外炊飯
・テント泊

6月24日(土)～25日(日)
年長児と小学校低学年児
童およびその保護者

15組
40名程度

最上の山探訪①②
登山の体験を通して、大自然の雄大さや
神秘性などを体感する。

①入門編…親子や初心者向け
②神室山系のいずれかの山を登
山

①5/14（日）
②10/14(土)

①小学生親子、一般
②一般

わくわく雪山遊び
雪山ハイキングを通して、雪山の雄大さ
や神秘性などを体感する。

雪山ハイキング 2/25（日） 小学生から一般まで

大人の研修会
調理や創作、自然体験を通して体験活動
の良さを体感する。

調理・創作活動・自然体験活動
など

11/17(金)～18(土) 大学生以上 20名程度

広
域
連
携

事
業

フィールドワーク
共生の森もがみ

「課題発見能力」「課題探求能力」「コ
ミュニケーション能力」「プレゼンテー
ション能力」「行動力」「社会性」の基
礎的な力を身につける。

・事業の企画と運営
・子どもや親子の活動の支援

前期① 6/10(土)～11(日)
前期②7/8(土)～9(日)
後期①12/9(土)～10(日)
後期②1/6(土)～7(日)

山形大学の学生
15名
ずつ

学
社
連
携
融
合

事
業

プログラム開発・
宿泊モデル事業

対象校にプログラムの立案から支援・協
力することで宿泊体験学習の充実を図
る。

・プログラム作成
・支援の検討、実践
・教育効果の検証

①真室川小（３泊４日利
用）
②舟形小（４年生宿泊利
用）
③明安小（全校利用）
④明倫中・大蔵中・金山中
　　　　（２泊３日利用）

新規に利用する学校や特
色ある学校等を指定

６団体

神室オープンデー
・野外散策
・山菜とりと調理
・アウトドアゲーム

4/30(日) どなたでも 100名

すごe～川遊び
親子でカッパだね

・川の活動エリアでのボート遊
び・ダイビングなど

7/15(土)
小学生とその保護者、高
校生以上の青年・成人 45名

神室フェスティバル
・野外炊飯
・トレッキング
・クラフト制作

10/29(日) 100名

神室ウィンター
フェスティバル

・雪遊び
・スノーシューハイキング

1/28(日) 100名

わくわく雪遊び
ウィンターファイナル

・スノーチューブすべり
・手作りそりすべり
・スノーシューハイキング

3/4(日) 60名

子
育
ち
支
援
事
業

親子での自然体験を通して、自然の素晴
らしさを体感したり、親子の絆を深めた
りする｡

平成２９年度山形県神室少年自然の家　主管・主催事業　一覧

指
導
者
等
研
修
事
業

い
の
ち
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業 季節に応じた様々な野外活動に取り組む

ことで、自主性や協調性を育む。
小学3～4年生

一
般
開
放
事
業

少年自然の家を広く開放し、四季に応じ
たさまざまな自然体験や野外炊飯活動、
人と関わる活動等を通して、体験活動の
動機付けを図る。

生
涯
学
習
事
業

30名
ずつ

どなたでも
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（８）山形県生涯学習センター

〒990-0041 山形市緑町一丁目 2番 36 号「遊学館」内 

TEL 023-625-6411 FAX 023-625-6415 

〒990-0041 山形市緑町一丁目 4番 28 号「洗心庵」

TEL 023-664-2800 FAX 023-664-2816

１ 設置目的  県民の生涯にわたる自主的な学習活動を総合的に支援、助長し、県民一人ひとりの

心豊かな生活の創造と地域社会の振興並びに地域の活性化を担う人材の育成を図る。 

２ 運営主体  公益財団法人 山形県生涯学習文化財団 

３ 基本的機能と役割 

  本県の生涯学習振興の中核施設として、県民及び県内外の生涯学習関連施設とのネットワークの

形成を図る基本的機能を持つとともに、次のような役割を担う。 

(1) 講座・研修等各種生涯学習事業の開発及び実施 

(2) 生涯学習振興に関する調査研究 

(3) 学習情報の整備、提供及び相談 

(4) 学習者相互の交流・研鑚・発表に係る機会及び場の提供並びに支援 

４ 運営の基本方針 

(1) 関係機関と連携し、県民に親しまれる生涯学習センターの運営を図る。 

(2) 地域学を推進するとともに、県民が主体的に学ぶ機会を提供する。 

(3) 学習情報の整備・充実を図り県民に提供するとともに、調査研究を行う。 

(4) 主体的な学習活動への支援を行うとともに、地域の指導者等人材の育成を図る。 

５ 事業の考え方 

(1) 生涯学習部門 

関係機関とのネットワークを強化しながら「生涯学習情報提供システム」による情報提供の充実

を図るとともに、引き続き人材育成、「山形学」、地域学習活動の支援等を推進する。また、生涯学

習事業の推進に関する懇話会の提言を受けて、県民や市町村等のニーズを企画運営に反映させる取

り組みを進める。    

(2) 指定管理部門 

第 4期の指定管理期間（5 年間）に入っている生涯学習センター（分館を含む）について、県民

の利用しやすい環境づくりと県民サービスの向上、施設の周知ＰＲ活動を図り、施設の利用促進に

繋げていく。 
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６ 事業体系 

【県民の生涯にわたる学習活動の推進に関する事業】 

 学習情報の収集提供   調 査 ・ 資 料 収 集    学習情報収集提供事業 

                         長寿社会情報ネットワーク推進事業 

「ふるさと塾」推進事業（県委託） 

                              生涯学習活動普及促進事業 

 生涯学習活動支援者     講座・セミナー・育成     生涯学習関係職員研修事業 

    の育成                          高齢者生きがいづくり・生活支援活動人材

育成等事業（県委託） 

連 携 ・ 支 援       シニア地域実践活動支援事業 

 県民主体の学習機会   講座・セミナー・育成    「山形学」推進事業 

   の提供                                                                  

                          連 携 ・ 支 援   「山形学」地域連携講座支援事業 

                        生涯学習活動支援事業 

生涯学習活動実践団体との連携事業 

   県民生涯学習活動の     施 設 の 貸 与       遊学館・洗心庵施設管理運営事業 

場の提供                      施設利用促進事業 

  その他、生涯学習推進    連 携 ・ 支 援   生涯学習の企画運営に係る事業 

  に関する業務 
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No. 氏　　名 役　　職 備考

1 阿部
あ べ

　善和
よしかず 山形市立第五中学校校長

（山形県中学校長会より推薦）
学校教育関係

2 安藤　耕己
あ ん ど う　   こ う き

山形大学地域教育文化学部地域教育文化学科准教授 学識経験者

3 小田島
お だ し ま

健男
た て お 元遊佐町教育長

元山形県生涯学習センター学習振興部長
学識経験者

4 金澤　和子
か な ざ わ    か ず  こ 県家庭教育アドバイザー

前山形県男女共同参画センター館長
家庭教育関係

5 小林明日実
こ ば や し  あ  す  み　　　特定非営利活動法人With優 職員

置賜若者サポートステーション統括コーディネーター
家庭教育関係

Ⅵ　平成29年度　山形県社会教育委員名簿

置賜若者サポートステーション統括コーディネーター

6 小林
こ ば や し

　裕明
ひ ろ あ き

山形新聞社論説委員長 学識経験者

7 齋藤　　彰
さ い と う     　 あきら 元最上教育事務所社会教育課長

元神室少年自然の家所長
社会教育関係

8 鈴木
す ず き

　真一
しんいち 山形県ＰＴＡ連合会会長

株式会社多利加代表取締役
社会教育関係

9 大通
だ い つ う

　雄
ゆ う

治
じ 山形市立千歳小学校校長

（山形県連合小学校長会より推薦）
学校教育関係

10 髙
た か は し

橋　一
か ず

枝
え 一般社団法人とらいあ常務理事

新庄市立図書館長
社会教育関係

11 武田
た け だ

真理子
ま り こ

東北公益文科大学公益学部公益学科教授 学識経験者

12 田中
た な か

　裕子
ゆ う こ

はつらつシニアの情報誌「えがおdeねっと」編集発行人 社会教育関係

13 二瓶
 に へ い　 ひ  ろ  み

ひろみ 高畠町和田地区学校支援地域本部コーディネーター 社会教育関係

14 三澤
み さ わ

　裕之
ひろゆき 山形県立山形西高等学校校長

（山形県高等学校長会より推薦）
学校教育関係

15 結城
ゆ う き

ななせ
な な せ

やまがたこどもアトリエ 主宰 社会教育関係

（五十音順　敬称略）

 山形県社会教育委員の会議のテーマ

平成13～14年度 「これからの青少年教育施設のあり方」

平成15年度
「第５次山形県教育振興計画」の策定に向けた「これからの

平成15年度
「第５次山形県教育振興計画」の策定に向けた「これからの
社会教育行政のあり方について」

平成16～17年度 「これからの公民館のあり方」

平成18年度 特に設定せず

平成19年度 「山形県立青少年教育施設のあり方」

平成20～21年度
「社会全体の教育力向上に向けた学校・家庭・地域の連携の
あり方」

平成22年度 特に設定せず

平成23～24年度 「第４次山形県生涯学習振興計画」の策定

平成25年度 「第４次山形県生涯学習振興計画」進捗状況等に関する検討

平成26～27年度 特に設定せず（社会教育の推進・生涯学習の振興に係る検討）

平成28年度 「第５次山形県生涯学習振興計画」の策定に向けて
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Ⅶ 統 計 資 料 等 

（１）山形県社会教育関係団体一覧                      平成29年度 

団   体   名 団 体 の 目 的 事   業   内   容 

山形県社会教育連絡協議会 

 会長 安藤 耕己 

 山形市松波2-8-1 

 県教育庁文化財・生涯学習課内 

 TEL 023-630-2872 

社会教育法に基づく社会教育委員・公民

館の連絡提携を図り、住民のニーズが反

映された社会教育のあり方を考究し、も

って本県生涯学習の振興に寄与する。 

①社会教育委員・公民館職員等の研修に関すること 

②社会教育諸計画立案・公民館事業に関する調査研究 

③社会教育に関する情報や資料の収集、交換に関すること 

山形県子ども会育成連合会 

 会長 山口 四郎 

山形市鉄砲町2-19-68 

 村山総合支庁本庁舎附属棟内 

 TEL 023-642-5315 

子ども会の健全な育成と福祉の増資を図

る。 

①子ども会育成会連合会相互の連絡と関係機関団体との連

携調整  

②子ども会に関する調査研究、情報交換、資料の作成  

③子ども会指導者の養成と確保 

④子ども会活動の安全対策の普及充実 

⑤子どもたちの健全育成のための環境整備の推進 

ボーイスカウト山形県連盟 

 連盟長 吉村 美栄子 

 山形市旅篭町2-5-12 

山形メディアタワー内 

TEL 023-633-7995 

日本連盟の目的、基本及び諸規約並びにその方

針に従い、地域内のこの運動を推進し、地区相

互間並びに同様の目的を有する県連盟地域内

の他の団体との友好関係を図る。 

目的達成のための指導者養成並びにスカウトの育成に努め

る。 

ガールスカウト山形県連盟 

連盟長 片桐 広美 

 山形市十日町1-6-6 

  県保健福祉センター内 

 TEL 023-623-8909

少女と若い女性にさまざまな体験プログ

ラムを提供し、気づき、学び合いを通し

て「自ら行動できる女性」「責任ある世界

市民」に育つことを目指す。 

①少女の心身発達に資する教育の策定と実施

②指導者の育成 

③広報紙発行 

④関係諸団体との連携提携 

⑤ガールスカウト運動の普及及び広報 

山形県連合青年団 

 団長 小関 新太郎 

天童市小路1-7-8 

県青年の家内 

TEL 023-654-4545（青年の家） 

豊かな人間性の創造と明るく住みよい地

域社会の建設を目指すために県内の地域

青年団の連絡協調を図り、その助成発達

に努めると共に、平和な民主日本の発展

を期する。 

①団体相互の連絡協調、他団体との連絡協調 

②学習活動の推進 

③平和と民主主義の確立に関すること 

④情報宣伝、調査研究、資料の提供斡旋 

⑤運動及び諸行事の実施 

山形県婦人連盟 

 会長 五十嵐 雪子 

 山形市鉄砲町2-19-68 

 村山総合支庁本庁舎附属棟内 

 TEL 023-622-0441 

加盟団体の連携協調と育成発展を図り、

婦人の地位を向上し、民主的な明るい社

会の建設につとめ、豊かな生活を創造し

社会の福祉を増進し、その成果を結集し

て文化の発展に寄与する。 

①加盟団体との連絡並びに育成  

②加盟団体に対する情報及び資料の提供と機関紙発行  

③各種他団体並びに県外及び全国婦人団体との連絡提携 

④理事会において決定する大会並びに運動及び事業  

⑤本連盟の所管する施設運営 

山形県ＰＴＡ連合会 

 会長 鈴木 真一 

 山形市十日町1-6-6 

 県保健福祉センター内 

 TEL 023-631-0055 

県内各ＰＴＡとの連絡を密にして本県教

育の振興と児童生徒の健全な成長を図

る。 

①児童生徒の健全育成事業の推進 

②各郡市ＰＴＡとの連絡提携、活動推進 

③ＰＴＡに関する諸問題の調査、研究と広報活動 

④研修活動の助成 

⑤各県ＰＴＡとの交流 

⑥教育関係機関ならびに諸団体との連絡提携 

山形県高等学校ＰＴＡ連合会 

 会長 結城 昌明 

寒河江市大字西根字石川西355 

村山総合支庁西村山地域振興局内 

TEL 0237-85-0070 

県下公立高等学校のＰＴＡの連絡を密に

して教育の振興を図る。 

①加盟ＰＴＡの助成並びに相互の連絡 

②教育に関する研究調査（健全育成、進路対策、調査広報、

その他）並びに研修 

山形県特別支援学校ＰＴＡ連合会 

  会長 大江 ゆかり 

山形市行才116 

県立山形養護学校内 

TEL  023-684-5722 

県内ＰＴＡの連絡を密にして、障がい児

教育の振興に寄与する。 

①単位ＰＴＡ連絡提携及び活動促進 

②単位ＰＴＡ相互の研修 

③単位ＰＴＡ会長相互の連絡・研修 

④県教育委員会及び関係官庁に対する意見の具申 

⑤関係諸団体との連絡提携 

（注）「団体の目的」及び「事業内容」は団体の規約等による 
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（２）青少年教育施設一覧

（平成29年4月現在）

設置者 所　　管

事業開始 宿泊定員
キャンプ
場定員

建物
総面積

敷地面積 形　　態

山形県 教育委員会

S42 214 ― 3,687 9,342
青年の家
（宿泊型）

山形県 教育委員会

S49 200 200 3,720 79,620 少年自然の家

山形県 教育委員会

S51 200 300 3,940 79,092 少年自然の家

山形県 教育委員会

S46 210 180 3,818 143,236 少年自然の家

山形県 教育委員会

S56 200 300 4,181 100,548 少年自然の家

山形県 教育委員会

S60 200 180 3,868 174,000 少年自然の家

山形市 教育委員会

S54 216 410 3,822 313,465 少年自然の家

尾花沢市 商工観光課

S61 40 100 1,848 4,406 その他

米沢市 教育委員会

S50 60 ― 1,085 4,476
青年の家
（宿泊型）

米沢市 教育委員会

S58 ― ― 1,716 4,638 児童文化センター

鶴岡市 教育委員会

S61 100 130 1,618 9,662 その他

庄内町 教育委員会

H14 ― 50 1,564 9,555 その他

酒田市 教育委員会

Ｈ１７ 80 ― 1,630 8,870 その他

遊佐町 企画課

H18 64 ― 1,870 18,763 その他

13 ひらた生涯学習センター
〒999-6741
酒田市北俣字仁助新
田31 1

0234-54-2211 0234-54-2418

11

12 大中島自然ふれあい館

鶴岡市大鳥自然の家

米沢市児童会館

米沢市青年の家

徳良湖自然研修センター

山形市少年自然の家
〒990-0361
山辺町大字畑谷字板
橋3725

14 しらい自然館
〒999-8304
遊佐町白井新田字見
晴野21

0234-72-2069 0234-72-2081

電　　話 Ｆ　Ａ　Ｘ

023-654-4545

№ 名　　　　　　称

1 山形県青年の家

住　　　　　所

〒994-0032
天童市小路1-7-8

023-652-2007

2 山形県朝日少年自然の家

3

4

5

6

7

8

9

10

山形県神室少年自然の家

山形県飯豊少年自然の家

山形県金峰少年自然の家
海浜自然の家

山形県金峰少年自然の家

〒999-0605
飯豊町大字添川字関
山3535-33

〒999-5301
真室川町大字川ノ内字
水上山3414-5

〒990-1101
大江町大字左沢字楯
山2523-5

〒997-0369
鶴岡市大字高坂字
杉ヶ沢54-1

〒999-8531
遊佐町大字菅里字菅
野299

〒999-4441
尾花沢市大字延沢
3636-13

〒992-0012
米沢市金池3-1-14

〒992-0052
米沢市丸の内1-3-47

〒997-0622
鶴岡市大鳥字寿岡112

〒999-6609
庄内町立谷沢字大谷
1-3

023-643-8533

0237-22-0550

0238-21-6111

0235-55-2946

0234-59-2225

0237-62-4125

0235-24-2400

0234-77-2166

0238-74-2331

0238-23-0161

0237-62-4126

0235-25-5900

0234-77-3725

0238-72-2342

0233-62-2613

0234-59-2225

0233-62-2611

023-643-8574

0237-22-0550

0238-21-6926

0238-21-7494

0235-55-2946
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（３）山形県内図書館一覧

（平成29年4月現在）

番号 図書館名 郵便番号 所在地 電話番号 ＦＡＸ番号
読み聞かせ
サークル登録数

1 山形県立図書館 990-0041 山形市緑町1－2－36 023-631-2523 023-625-6520 ―

2 山形市立図書館 990-0035 山形市小荷駄町7－12 023-624-0822 023-624-0823 6

3 上山市立図書館 999-3143 上山市二日町10－25 023-677-0850 023-677-0826 1

4 天童市立図書館 994-0013 天童市老野森1－2－1 023-654-2440 023-654-2990 1

5 中山町立図書館 990-0401 中山町大字長崎8038－9 023-662-6688 023-662-6689 3

6 寒河江市立図書館 991-0021 寒河江市中央 1－7－14 0237-86-1662 0237-86-1663 13

7 河北町立中央図書館 999-3513 河北町谷地所岡 3－1－10 0237-72-2906 0237-72-2966 1

8 西川町立図書館 990-0703 西川町大字間沢280 0237-74-3131 0237-74-3219 2

9 朝日町立図書館 990-1442 朝日町大字宮宿2265 0237-67-2118 0237-67-3375 1

10 大江町立図書館 990-1163 大江町大字本郷丁373－1 0237-62-3666 0237-62-3667 1

11 村山市立図書館 995-0034 村山市楯岡五日町14－20 0237-55-2833 0237-55-7251 2

12 東根市図書館 999-3730 東根市中央南1－7－3 0237-53-0227 0237-42-1295 2

13 尾花沢市民図書館 999-4225 尾花沢市若葉町1－8－25 0237-22-3746 0237-24-0093 3

14 新庄市立図書館 996-0071 新庄市小田島町4－21 0233-22-2189 0233-23-6183 11

15 市立米沢図書館 992-0045 米沢市中央1－10－6 0238-26-3010 0238-26-3012 1

16 南陽市立図書館 999-2211 南陽市赤湯791－1 0238-43-2219 0238-43-2340 3

17 高畠町立図書館 992-0351 高畠町大字高畠426 0238-52-4493 0238-52-4493 2

18 川西町立図書館 999-0121 川西町大字上小松1037－1 0238-46-3311 0238-46-3313 2

19 長井市立図書館 993-0004 長井市神明町3－7 0238-88-2535 0238-88-1051 1

20 白鷹町立図書館 992-0831 白鷹町大字荒砥甲833 0238-87-0217 0238-85-2183 1

21 鶴岡市立図書館 997-0036 鶴岡市家中新町14－7 0235-25-2525 0235-25-2526 8

22 庄内町立図書館 999-7781 庄内町余目字三人谷地59－1 0234-43-3039 0234-43-4762 1

23 酒田市立中央図書館 998-0034 酒田市中央西町2－59 0234-24-2996 0234-24-2980 4

24 遊佐町立図書館 999-8301 遊佐町遊佐字鶴田 30－1 0234-72-5300 0234-72-5301 9
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（４）山形県内博物館一覧

平成29年4月1日現在 

① 博物館法で登録されたもの 

番号 名   称 所  在  地 展 示 設 置 者 
開館 

年月日 

登録 

年月日 

１ 山 形 県 立 博 物 館 
山形市霞城町1-8 

℡ 023-645-1111 
総 合 山 形 県

昭和 

46. 4. 1 

昭和 

46. 5.27 

２ 
一般財団法人 

掬 粋 巧 芸 館 

川西町中小松2911 

℡ 0238-42-3101 
美 術 

一般財団法人 

掬 粋 巧 芸 館

昭和 

7. 4. 6 

昭和 

27. 3.10 

３ 
公益財団法人 

致 道 博 物 館

鶴岡市家中新町10-18 

℡ 0235-22-1199 
歴 史 

公益財団法人 

致 道 博 物 館

昭和 

25. 6.14 

昭和 

27. 3.10 

４ 稽照殿（上杉神社）
米沢市丸の内1-4-13 

℡ 0238-22-3189 
歴 史 

宗教法人 

上 杉 神 社

大正 

12. 4. 1 

昭和 

27. 3.10 

５ 
公益財団法人 

蟹 仙 洞 

上山市矢来4-6-8 

℡ 023-672-0155 
美 術 

公益財団法人 

蟹 仙 洞

昭和 

26. 9. 1 

昭和 

27. 3.10 

６ 出羽三山歴史博物館
鶴岡市羽黒町手向字羽黒山33 

℡ 0235-62-2355 
歴 史 

宗教法人 

出 羽 三 山 神 社

大正 

4. 7. 1 

昭和 

27. 3.10 

７ 
公益財団法人 

山 形 美 術 館

山形市大手町1-63 

℡ 023-622-3090 
美 術 

公益財団法人 

山 形 美 術 館

昭和 

39. 8.20 

昭和 

38.12.12 

８ 
公益財団法人

本 間 美 術 館

酒田市御成町7-7 

℡ 0234-24-4311 
美 術 

公益財団法人 

本 間 美 術 館

昭和 

22. 5.13 

昭和 

40. 6.24 

９ 米沢市上杉博物館
米沢市丸の内1-2-1 

℡ 0238-26-8000 
総 合 米 沢 市

昭和 

42. 6.13 

昭和 

42. 6.13 

10 金 峯 山 博 物 館 
鶴岡市青龍寺字金峯1 

℡ 0235-23-7863 
総 合 

宗教法人 

金 峯 神 社

昭和 

52. 5.21 

昭和 

52. 9.28 

11 
公益財団法人 

宮 坂 考 古 館

米沢市東1-2-24 

℡ 0238-23-8530 
歴 史 

公益財団法人 

宮 坂 考 古 館

昭和 

48. 3.28 

昭和 

52.11. 8 

12 
公益財団法人 

斎 藤 茂 吉 記 念 館

上山市北町字弁天1421

℡ 023-672-4358 
歴 史 

公益財団法人 

斎藤茂吉記念館

昭和 

43. 9. 1 

昭和 

60. 1.18 

13 
公益財団法人 

出 羽 桜 美 術 館 

天童市一日町1-4-1 

℡ 023-654-5050 
美 術 

公益財団法人 

出 羽 桜 美 術 館

昭和 

63. 7.15 

平成 

元. 6.22 

14 鶴岡アートフォーラム
鶴岡市馬場町13-3 

 ℡ 0235-29-0260 
美 術 鶴 岡 市

平成 

17. 8.27 

平成 

19. 8.27 

② 博物館法で相当施設と指定されたもの 

番号 名   称 所  在  地 展 示 設 置 者 
開館 

年月日 

登録 

年月日 

１ 山形大学附属博物館
山形市小白川町1-4-12 

℡ 023-628-4930 
総 合 山 形 大 学  

昭和 

27. 4.17 

昭和 

27. 4.17 

２ 天 童 市 美 術 館 
天童市老野森1-2-2 

℡ 023-654-6300 
美 術 天 童 市

平成 

2.10. 4 

平成 

13. 3.15 

３ 山 寺 芭 蕉 記 念 館
山形市大字山寺字南院4223 

℡ 023-695-2221
歴 史 山 形 市

平成 

元. 3.27 

平成 

25. 2.14 

４ 最 上 義 光 歴 史 館
山形市大手町1-53 

℡ 023-625-7101 
歴 史 山 形 市

平成 

元. 9.25 

平成 

25. 2.14 

５ 山 形 市 野 草 園
山形市神尾832-3 

 ℡ 023-634-4120 
植 物 山 形 市

平成 

5. 4.18 

平成 

26.10. 9 
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（５）各市町村社会教育主管課一覧

№ 市町村名 課（係）名 郵便番号 住　　　　　所 電　　　話 ＦＡＸ

1 山形市 社会教育青少年課 990-8540 山形市旅篭町2－3－25 023-641-1212 023-624-8443

2 上山市 生涯学習課 999-3192 上山市河崎1－1－10 023-672-1111 023-672-3001

3 天童市 生涯学習課 994-8510 天童市老野森1－1－1 023-654-1111 023-654-3355

4 山辺町 教育課 990-0392 山辺町緑ヶ丘5 023-667-1115 023-667-1116

5 中山町 教育課 990-0401 中山町大字長崎6010 023-662-2235 023-662-5440

6 寒河江市 生涯学習課 991-0003 寒河江市大字西根字石川西333 0237-86-5111 0237-86-2201

7 河北町 生涯学習課 999-3511 河北町谷地字みどり町3－2 0237-71-1111 0237-71-1110

8 西川町 生涯学習課 990-0703 西川町大字間沢280 0237-74-3131 0237-74-3219

9 朝日町 教育文化課 990-1442 朝日町大字宮宿2265 0237-67-2118 0237-67-3375

10 大江町 教育文化課 990-1163 大江町大字本郷丁373－1 0237-62-3666 0237-62-3667

11 村山市 生涯学習課 995-8666 村山市中央1－3－6 0237-55-2111 0237-55-2155

12 東根市 生涯学習課 999-3795 東根市中央1－1－1 0237-42-1111 0237-43-1176

13 尾花沢市 社会教育課 999-4225 尾花沢市若葉町1－8－25 0237-22-1111 0237-24-0093

14 大石田町 教育文化課 999-4111 大石田町大字大石田丁236－2 0237-35-2111 0237-35-2094

15 新庄市 社会教育課 996-8501 新庄市沖の町10－37 0233-22-2111 0233-23-5600

16 金山町 教学課 999-5402 金山町金山662－1 0233-52-2902 0233-52-2903

17 最上町 教育文化課 999-6101 最上町大字向町644 0233-43-2111 0233-43-2345

18 舟形町 教育課 999-4601 舟形町舟形126 0233-32-2246 0233-32-3326

19 真室川町 教育課 999-5312 真室川町大字新町233－1 0233-62-2305 0233-62-2306

20 大蔵村 生涯学習係 996-0212 大蔵村大字清水2620 0233-75-2323 0233-75-2336

21 鮭川村 教育課 999-5201 鮭川村大字京塚1324－2 0233-55-3051 0233-55-3053

22 戸沢村 共育課 999-6313 戸沢村大字名高1593－86 0233-72-2304 0233-72-2307

23 米沢市 社会教育・体育課 992-0012 米沢市金池3－1－14 0238-21-6111 0238-21-6926

24 南陽市 社会教育課 999-2292 南陽市三間通436－1 0238-40-3211 0238-40-3388

25 高畠町 社会教育課 992-0392 高畠町大字高畠435 0238-52-4487 0238-52-5043

26 川西町 生涯学習課 999-0214 川西町大字吉田4690 0238-44-2843 0238-44-2261

27 長井市 文化生涯学習課 993-0085 長井市高野町2－7－37 0238-84-7677 0238-88-5883

28 小国町 生涯学習担当 999-1352 小国町大字岩井沢704 0238-62-2141 0238-62-2143

29 白鷹町 生涯学習・文化振興係 992-0892 白鷹町大字荒砥甲833 0238-85-2111 0238-85-2183

30 飯豊町 社会教育課 999-0604 飯豊町大字椿3622 0238-72-3111 0238-72-3163

31 鶴岡市 社会教育課 997-0346 鶴岡市上山添字文栄100 0235-57-4866 0235-57-4886

32 庄内町 社会教育課 999-6601 庄内町狩川字大釜22 0234-56-3320 0234-56-3222

33 三川町 教育課社会教育係 997-1301 三川町大字横山字西田52－1 0235-35-7040 0235-66-4508

34 酒田市 社会教育文化課 998-0034 酒田市中央西町2－59 0234-24-2993 0234-24-5780

35 遊佐町 教育課社会教育係 999-8301 遊佐町遊佐字鶴田52－2 0234-72-2236 0234-71-1222

　　①教育委員会 （平成29年4月現在）
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　　②首長部局　（生涯学習） （平成29年4月現在）

№ 市町村名 課（係）名 郵便番号 住　　　　　所 電　　　話 ＦＡＸ

1 山形市

2 上山市

3 天童市 文化スポーツ課 994-8510 天童市老野森1－1－1 023-654-1111 023-653-0744

4 山辺町

5 中山町

6 寒河江市

7 河北町

8 西川町

9 朝日町

10 大江町

11 村山市

12 東根市

13 尾花沢市

14 大石田町

15 新庄市

16 金山町

17 最上町

18 舟形町

19 真室川町

20 大蔵村

21 鮭川村

22 戸沢村

23 米沢市

24 南陽市

25 高畠町

26 川西町

27 長井市

28 小国町

29 白鷹町

30 飯豊町

31 鶴岡市 コミュニティ推進課 997-0035 鶴岡市馬場町9－25 0235-25-2111 0235-25-2997

32 庄内町

33 三川町

34 酒田市 まちづくり推進課 998-0043 酒田市本町2－2－45 0234-26-5725 0234-26-4911

35 遊佐町 企画課 999-8301 遊佐町遊佐字舞鶴211 0234-72-3311 0234-72-3310
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（６）社会教育委員等設置状況

（平成29年4月現在）

計 男 女 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

1 山形市 15 10 5 12 5 7 1 1

2 上山市 14 10 4 8 4 4 2 2

3 天童市 15 9 6 190 (3) 156 34 13 1 1

4 山辺町 12 8 4 1 1

5 中山町 10 7 3 6 1 5 1 1 1 1

6 寒河江市 15 13 2 8 (3) 7 1 1 10 5 5 1 1 6 6

7 河北町 11 7 4 38 (11) 25 13 4 1 1

8 西川町 12 10 2 90 78 12 13 1 1

9 朝日町 7 5 2 15 9 6 3 2 2

10 大江町 10 7 3 2 2 2 1 1

11 村山市 12 9 3 12 (12) 9 3 1 6 4 2 1 1

12 東根市 15 10 5 90 (15) 67 23 8 8 3 5

13 尾花沢市 16 11 5 16 (16) 11 5 1 10 6 4 1 1

14 大石田町 12 11 1 12 (12) 11 1 1

176 127 49 471 (72) 373 98 45 60 28 32 4 4 9 8 1 11 7 4

15 新庄市 9 6 3 14 11 3 2 5 2 3 1 1

16 金山町 10 6 4 10 (10) 6 4 1 1 1 1 1 1 1

17 最上町 10 7 3 10 (10) 7 3 1 1 1

18 舟形町 9 8 1 9 (9) 8 1 1 1 1

19 真室川町 11 8 3 11 (11) 8 3 1 2 2 2 2

20 大蔵村 11 8 3 11 (11) 8 3 1 1 1 1 1

21 鮭川村 9 5 4 9 (9) 5 4 1 2 1 1

22 戸沢村 6 5 1 6 (6) 5 1 1 1 1 1 1

75 53 22 80 (66) 58 22 9 5 2 3 6 6 2 2 8 2 6

23 米沢市 20 13 7 20 (20) 13 7 1 15 9 6 4 3 1

24 南陽市 10 7 3 5 2 3 1 1 1 1

25 高畠町 10 6 4 10 (10) 6 4 1 5 3 2 1 1 1 1

26 川西町 10 6 4 5 2 3 2 2

27 長井市 13 11 2 7 4 3

28 小国町 10 6 4 10 (10) 6 4 1 1 1

29 白鷹町 10 7 3 10 4 6

30 飯豊町 9 7 2 57 44 13 5

92 63 29 97 (40) 69 28 8 47 24 23 2 2 7 5 2 2 1 1

31 鶴岡市 19 13 6 24 (2) 14 10 2 12 5 7 5 2 3 1 1 2 1 1

32 庄内町 15 8 7 7 5 2 4 3 1

33 三川町 15 14 1 15 (15) 14 1 1 1 1 3 3

34 酒田市 17 13 4 11 7 4 1 11 4 7 1 1 5 1 4

35 遊佐町 10 7 3 7 4 3 1 1

76 55 21 50 (17) 35 15 4 37 18 19 7 3 4 5 4 1 11 2 9

419 298 121 698 (195) 535 163 66 149 72 77 19 15 4 23 19 4 32 12 20

（注1）

（注2）

№

合　計

最上計

村山計

置賜計

庄内計

市町村名
社会教育委員

公民館運営審議会委員

（　）は社教委員兼務数
社会教育指導員

計

公民館
運営
審議会
設置数

図書館協議会
委員

社会教育主事

有資格者・
発令あり（注1）

その他（注2）

「有資格者・発令あり」とは、社会教育主事有資格者で、かつ発令され、市町村教育委員会に社会教育主事として任用

されている者をいう。

※無資格（社会教育主事資格を取得しない）の社会教育主事補はどちらにもカウントしない。

「その他」とは、①社会教育主事取得要件の中で、勤務年数要件を満たさないなどの理由で発令されていない者、

②有資格者であるが社会教育主事を発令されていない者をいう。
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（７）社会教育関係団体等の状況

（平成29年4月現在）

サークル数 会員数 会数
市町村
連合

県連加入 団体数 団員数 会数
市町村
連合

県婦連
加入

県婦連
会員数

1 山形市 2 31 411 ○ ○ 1 48

2 上山市 1 30 76 ○ ○

3 天童市 1 12 116 ○ ○ 4 60 35 △ △ 2,796

4 山辺町 1 2 61 ○ ○ 1 15

5 中山町 1 31 ― ○ 1 ― ○ 18

6 寒河江市 1 7 130 ○ ○

7 河北町 1 4 93 ○ ○ 1 16 78 ○ ○ 1,450

8 西川町 1 24 8 ○ ○ 644

9 朝日町 2 30 38 ○ ○

10 大江町 2 37 ○ ○

11 村山市 104 ○ ― 7 ○ ○ 1,300

12 東根市 1 113 ○ ○

13 尾花沢市 2 18 62 1 ― ― ―

14 大石田町 1 20 35 16 170 1 ○ ― ―

17 154 1,331 10 10 23 309 131 5 5 6,208

15 新庄市 3 44

16 金山町 1 16 31 1 13 17 ○ ○ 220

17 最上町 1 16 39 4 49

18 舟形町 1 4 25

19 真室川町 1 16 43 4 ○ ―

20 大蔵村 1 3 23 1 ― ○ 27

21 鮭川村 2 7 9 ○ ○ 10 ○ ○ 110

22 戸沢村 1 5 16 6 ○ ― ―

11 111 186 1 1 5 62 38 4 3 357

23 米沢市 3 75 47 ○ ○ 2 251

24 南陽市 5 48 122 ○ ― 2 28 4 ○ ○ 70

25 高畠町 3 144 110 ○ ―

26 川西町 3 91 72 1 30 1 ― ○ 38

27 長井市 3 30 118 ○ ○

28 小国町 1 18 31 1 11 1 ― ○ 39

29 白鷹町 1 58 69 ○ ○ 2 ― ― ―

30 飯豊町 1 49 ― ○ 13 197 1 ― ○ 36

20 464 618 5 4 19 517 9 1 4 183

31 鶴岡市 4 50 382 △ △ 15 181 61 △ △ 1,029

32 庄内町 7 104 110 1 ○ ○ 47

33 三川町 1 19 27 ○ ―

34 酒田市 4 16 148 ○ ○ 3 ― ○ 536

35 遊佐町 1 9 77 ○ ― 6 ― ― ―

17 198 744 4 2 15 181 71 2 3 1,612

65 927 2,879 20 17 62 1,069 249 12 15 8,360

青年団
子ども会育成会

(△は、一部組織･加盟等)
婦人会

(△は、一部組織･加盟等)
№ 関係団体

地域青少年
ボランティアサークル

合　計

庄内計

置賜計

最上計

村山計
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（８）社会教育施設等の状況

1 山形市 8 8 8 23 14 381,257 20 1 １(分館4)

2 上山市 10 10 10 3 25 59,906 1

3 天童市 104 13 91 13 13 12 91 91 175,334 1

4 山辺町 10 1 6 3 1 3 5 6 3 8 3 4 109,945 1 (1)

5 中山町 2 1 1 1 7 1 31,753 2 1

6 寒河江市 66 1 4 61 1 6 4 6 4 61 61 132,186 1

7 河北町 85 1 4 80 1 3 6 80 80 42,917 1 1

8 西川町 14 1 13 1 1 13 13 13 41,265 1

9 朝日町 4 1 3 1 4 1 3 2 3 36,313 1

10 大江町 3 1 2 1 6 2 8 47,548 4 1

11 村山市 1 1 1 － 8 1

12 東根市 8 1 7 1 11 2 7 22 114,700 1

13 尾花沢市 72 1 5 66 1 2 1 5 5 5 79,458 1

14 大石田町 31 1 30 1 1 6 30 30 30 29,590 11 (1)

418 11 76 331 11 29 27 75 68 120 265 262 34 1,282,172 47 1 12(6)

15 新庄市 2 2 2 2 16,816 1

16 金山町 1 1 1 11 12,556 (1)

17 最上町 44 1 3 40 1 4 3 4 40 28,954 (1)

18 舟形町 1 1 1 4 8,224 4 (1)

19 真室川町 59 1 2 56 1 6 2 56 16,980 1 (1)

20 大蔵村 1 1 1 8 18,653 (1)

21 鮭川村 1 1 1 5 16,377 (1)

22 戸沢村 1 1 1 9 20,080 1 (1)

110 7 7 96 7 47 7 6 96 138,640 6 1(7)

23 米沢市 1 1 1 10 48,167 17 2 1

24 南陽市 8 8 8 8 8 114,185 1

25 高畠町 6 1 5 1 1 9 5 16 67,202 1 1

26 川西町 1 1 1 30,637 7 1

27 長井市 6 6 6 20 70,173 1

28 小国町 2 2 1,894 1 (1)

29 白鷹町 1 1 1 3 10,532 6 1

30 飯豊町 67 5 62 5 10 62 42,679 1 (1)

92 4 26 62 4 1 22 24 38 24 62 385,469 18 15 2 6(2)

31 鶴岡市 2 1 1 1 14 1 6 151,949 34 1 １(分館5)

32 庄内町 9 1 8 1 3 8 22 110,709 1 1 1(分館1)

33 三川町 1 1 1 3 5 25,996 (1)

34 酒田市 1 1 1 8 128,351 35 1 1(分館4)

35 遊佐町 － 1 6 1 1

13 4 9 4 6 27 9 22 6 417,005 1 76 4 5(10)

633 26 118 489 26 36 123 115 128 156 423 262 34 2,223,286 19 144 7 24(25)

（注1） 「公民館（中央、地区、分館）」とは、社会教育法第24条に基づき市町村条例で規定された施設をいう。

（注2） 「公民館類似施設」とは、市町村教育委員会が所管する社会教育法第42条に規定する施設をいう。

※社会教育調査（文部科学省）における回答施設数

（注3） 「コミュニティセンター等」とは、市町村が条例で定め、市町村首長部局が所管する地域活動の拠点施設をいう。

ただし、全ての住民を対象とする施設を対象とし、高齢者コミュニティセンター等利用者が限定される施設は除く。

（平成29年4月現在）

青少年
教育
施設

図書館
(図書室)

公民館
利用者数
（28年度）

公民館職員数
公民館
類似
施設
（注2）

地  区

館長 主事 その他

分　館

館長地区 分館

内　　数

主事 その他

公民館数（注1）

館長 主事 その他

中  央

計
中央

コミュニ
ティセン
ター等
（注3）

№

合　計

庄内計

置賜計

最上計

村山計

市町村名
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（９）生涯学習推進・学社連携組織等一覧

（平成29年4月現在）

行政関係者のみで構成 行政及び有識者等で構成 委員は行政以外で構成

1 山形市

2 上山市

3 天童市 地域づくり推進行政会議(H9) 地域づくり推進委員会(H12) 各地域づくり委員会(H9)

4 山辺町

5 中山町

6 寒河江市

7 河北町

8 西川町

9 朝日町

10 大江町

11 村山市

12 東根市 生涯学習推進本部(H4) 生涯学習地区民会議(H4)

13 尾花沢市 生涯学習推進協議会(H3) 生涯学習地区推進会議(H3)

14 大石田町

15 新庄市

16 金山町

17 最上町 生涯学習のまちづくり推進本部(H2) 地域教育協議会(H20)

18 舟形町

19 真室川町 生涯学習推進本部(H18) 生涯学習推進検討委員会(H18)

20 大蔵村

21 鮭川村

22 戸沢村 生涯学習推進連絡協議会(H5) 地域と学校づくり推進会議(H12) 戸沢村共育推進研究所(H15)

23 米沢市 生涯学習振興委員会(H27)

24 南陽市 生涯学習推進本部(H12)

25 高畠町 生涯学習推進本部(H12) 生涯学習推進懇話会(H12)

26 川西町 生涯学習推進本部(H8)

27 長井市 教委内生涯学習担当者会議(H11)

28 小国町

29 白鷹町 生涯学習推進本部(S52)

30 飯豊町

31 鶴岡市

32 庄内町

33 三川町 生涯学習推進本部(H10)

34 酒田市 生涯学習推進委員会(H24)

35 遊佐町 生涯学習推進本部(H9)

№ 市町村

生涯学習推進組織等   （　　）は設置年度　　※名称の市町村名は省略

村山計

最上計

合　計

置賜計

庄内計
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（平成29年4月現在）

1 山形市 生涯学習基本構想(H5) ○

2 上山市 生涯学習基本構想(H15) ○

3 天童市 生涯学習推進基本構想(H8) ○

4 山辺町 社会教育事業計画書(H7) ○

5 中山町 社会教育事業計画書(H7) ○

6 寒河江市 寒河江市教育振興計画(H27第2次) ○

7 河北町 河北町教育振興計画(H28第2次) ○

8 西川町 生涯学習計画(H23) ○

9 朝日町 生涯学習計画(H14) 教育振興計画(H23) ○

10 大江町 大江町教育振興計画(H27第2次) ○

11 村山市 生涯学習基本計画(H14) ○

12 東根市 生涯学習実施計画(H4)、生涯学習プログラム(H7) ○

13 尾花沢市

14 大石田町

5 7

15 新庄市 新庄市長期教育プラン(H17) ○

16 金山町

17 最上町

18 舟形町

19 真室川町 第２次真室川町生涯学習基本構想(H29)改訂版 ○

20 大蔵村

21 鮭川村 第２次生涯学習振興計画(H24) ○

22 戸沢村 戸沢村共育プラン(H13) ○

2 2

23 米沢市 第２次生涯学習振興計画(H24) ○

24 南陽市 第５次南陽市教育振興計画(H24) ○

25 高畠町 第３次生涯学習推進基本計画(H22) ○

26 川西町 生涯学習推進計画(H12)、同後期計画(H27) ○

27 長井市 長井市教育振興計画(H25) ○

28 小国町 生涯学習推進計画(H25) ○

29 白鷹町 生涯学習振興計画(H29) ○

30 飯豊町

5 2

31 鶴岡市

32 庄内町 生涯学習推進基本計画(H20.3策定) ○

33 三川町 生涯学習基本構想(H9) ○

34 酒田市 生涯学習推進計画(H25) ○

35 遊佐町 生涯学習基本構想・基本計画(H8)同後期計画(H14) ○

4 0

16 11

№ 市町村
生涯学習振興計画等
（　　）は作成年度

生涯学習に資する計画等を
教育全般に関する計画とは

別に策定

生涯学習に資する計画等を
策定せず、教育全般に関する
計画等を策定し、その中で生涯

学習について規定

村山計

最上計

合　計

置賜計

庄内計
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小学校 中学校
義務教育
学校

1 山形市 H18.3策定

2 上山市 H25.1策定 3 2

3 天童市 H27.3策定 生涯学習推進員会 12 4

4 山辺町 -

5 中山町 H26.4策定 小中連携委員会 2 1

6 寒河江市 - 10 3

7 河北町 H27.3策定 6 1

8 西川町 H24.4策定 生涯学習推進本部会議

9 朝日町 「生涯教育・学習の町あさひ」宣言(H5) H25.3策定 教育研究所 3 1

10 大江町 - 2 1

11 村山市 H26.3策定 7 2

12 東根市 H26.4策定

13 尾花沢市 - 尾花沢市すこやかネット花笠推進協議会 6 3

14 大石田町 H26.4改定 生涯学習主任会議 3 1

54 19 0

15 新庄市 H25.12策定 新庄市青少年育成市民会議 6 4 1

16 金山町 H29.3策定 学社融合推進委員会 3 1

17 最上町 H26.3策定 6 1

18 舟形町 H27.3策定 学社連携推進員会 1 1

19 真室川町 H29.5策定 学社融合推進研究会 3 1

20 大蔵村 H25.1策定 学社融合協議会 1 1

21 鮭川村 H23.4策定 鮭川村青少年育成村民の会 1 1

22 戸沢村 H27.4策定 地域と学校づくり推進会議 1 1

22 11 1

23 米沢市 H27.3策定
米沢市小中学校生涯学習教諭
・コミュニティセンター等主事合同研修会 18 8

24 南陽市 H30.3予定 7 3

25 高畠町 H30.3予定

26 川西町 川西町生涯学習まちづくり宣言(H11) H29.4策定 生涯学習担当者会 8 1

27 長井市 H27.4策定 6 2

28 小国町 H29.9予定 地域教育力・体験活動推進協議会 2 2

29 白鷹町 - 4 1

30 飯豊町 H27.3策定 4 1

49 18 0

31 鶴岡市 H27.3策定 25 9

32 庄内町 H26.3改定 教育研修所 5 2

33 三川町 H26.2策定 3 1

34 酒田市 H28.3改定 22 8

35 遊佐町 H27.3策定 学校・社教・まちづくり協議会連絡協議会 5 1

60 21 0

185 69 1

（平成29年4月現在）

№ 市町村
生涯学習宣言都市
（　　）は宣言年度

　学校教育・社会教育の連携推進組織名

生涯学習・学社連携
校務分掌設置学校子ども読書活動

推進計画
策定状況

村山計

最上計

合　計

置賜計

庄内計
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（10）文部科学大臣表彰一覧（過去 5ヵ年） 

年度 

優良公民館表彰 優良 PTA 表彰 社会教育功労者表彰 視聴覚教育功労者表彰 

子どもの読書活動優秀実践校・図書館・ 

団体（個人）表彰 

優れた「地域による学校支援活動」表彰 

「地域学校協働活動」表彰 

平成 

24 年度 

該当なし 東根中部小（東根市） 

山形三中（山形市） 

山形工業高 

齋藤 浩一（天童市） 

梁瀬 茂登（酒田市） 

本田 富（川西町） 

立川小（庄内町） 

新庄中（新庄市） 

葉山中（村山市） 

南陽市立図書館      

八幡よみきかせ隊（酒田市） 

該当なし 

平成 

25 年度 

天童市立干布公民館 

上山市中川地区公民館 

尾花沢小（尾花沢市） 

明安小（金山町） 

長井工業高 

東山 昭子（鶴岡市） 

槇 貞男（寒河江市） 

名木野 功（尾花沢市） 

明治小（山形市） 

遊佐小（遊佐町） 

山形東高 

村山市立図書館 

いっちゃん会（寒河江市） 

もがみサポート塾（最上町）  

和田地区学校支援地域本部（高畠町）  

西川町放課後子ども教室（西川町） 

平成 

26 年度 

該当なし 東郷小（三川町） 

葉山中（村山市） 

山形北高 

金澤 和子（山形市） 土谷 義幸（村山市） 

日新小（新庄市） 

大山小（鶴岡市） 

鶴岡南高山添校 

遊佐町立図書館         

しんちゃんおはなし会（南陽市） 

わんぱく冨本塾（村山市） 

少年少女書道教室（大江町）    

おおぞら教室（鶴岡市） 

優れた「早寝早起き朝ごはん」運動表彰   

「方言活用家庭教育訓を用いた『早寝早起き朝ごはん』運動」戸沢小（村山市） 

平成 

27 年度 

村山市戸沢地域市民 

センター【優秀館】 

庄内町余目第二公民館 

戸沢小（村山市）

米沢四中（米沢市）

新庄神室産業高 

該当なし 渡部 俊一（南陽市） 

長瀞小（東根市） 

高畠小（高畠町） 

寒河江工業高 

上山市立図書館      

ボランティアグループトライあんぐる(小国町) 

そでさき元気っ子（村山市）  

玉庭地区学校支援地域本部（川西町）  

戸沢小学校放課後子ども教室（戸沢村） 

平成 

28 年度 

東根市長瀞公民館 

（東根市） 

遊佐小（遊佐町） 

東根一中（東根市） 

酒田光陵高 

鈴木 正司（尾花沢市） 大沼 廣志（村山市） 

寒河江中部小（寒河江市） 

舟形小（舟形町） 

山辺高 

ひまわりサークル（河北町） 

おぐに放課後子ども教室「めっちゃ」（小国町） 

高崎地区アフタースクール（東根市） 

優れた「早寝早起き朝ごはん」運動表彰   

「山五十川走ろう会活動」山五十川走ろう会（鶴岡市） 

「『早寝・早起き・家族で朝ごはん』運動」玉庭小学校運営協議会（川西町） 

※平成 24～27 年度優れた「地域による学校支援活動」表彰、平成 28年度「地域学校協働活動」表彰 
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